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中山イチさん ─── 上山益男
写真集『黄金の宝島 佐渡』



想愛 ─── 井上嘉代子
写真展「美 sit 風景ー想（おもう）ー」



熊を撃つ猟師 ─── 西野嘉憲
写真集・写真展「熊を撃つ」



金魚暖簾 ─── 水咲奈々
写真集・写真展「みずあかり」



「APATANI　STYLE」より ─────── 榎並悦子
写真集『APATANI STYLE The Apatani Tribe of Arunachal Pradesh, India』
写真展「APATANI STYLE」



天地黎明／アシリパ ─── 宇苗　満
写真集・写真展「カムイの島」
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First Message

コロナ禍の暗雲未だ晴れぬなか、写真業界にとって
最大のイベントである CP+2022 が、2020 年 2021 年に
次いでイベントの中止、リモートのみの開催となるな
ど、写真界へのダメージはまだまだ続いている。パシフ
ィコ横浜の広大なホールに充ちたあのエネルギーが再
結集されるのはいつのことになるのだろう。半導体不
足から各社の最新フラッグシップ機の生産が大幅な遅
れを来しているとも伝え聞く。

一方でコロナ慣れした社会風潮もあってか、写真展
についてはほぼ平常のペースで開かれるようになっ
た。そのなかでもコロナ閉塞状況に風穴を開ける二つ
の写真展が面白かった。

一つはキヤノンギャラリーＳで開かれた、西野壮平
写真展「線をなぞる “tracing lines”」。巨大なキャンバ
スに、川や山岳のルートに沿って移動し撮影した様々
な事象を、何千、何万コマというベタ焼きプリントにし
て、数ヶ月をかけて貼り込んでいった、とてつもない労
力の集積によるコラージュ作品である。西野流コラー
ジュのことは以前から知ってはいたが、例えば富士山
を題材とした大作では、山頂まで 4 度の登山をして御
来光や登山客の動静、各地で催されている祭りや行事
といった森羅万象の断片を片っ端から貼り込み埋め尽
くしたその作品には、言葉を超えた不思議な存在感が
あった。

いくつかの地方自治体から作品制作依頼が舞い込ん
でいて､ すでに何か所かを完成させていることからし
て、しっかり評価を得ているのだろう。既存の観光ポス
ターなどでは出せないその地方ならではのディテール
が丸ごと盛り込まれることから、関係者にとっても興
味が尽きないのだろう。

デジタル技術の格段の進化により、写真を撮ること
があまりにイージーになりすぎてしまった現状に反旗
を翻すかのように、西野さんは、ネガカラーフイルムで
撮影したベタ焼きプリントを、ハサミを使って一枚ず

つ切っては貼り込んでいくという、念力を伴った手作
業を繰り返すことで作品を構築している。

もう一つは、丸の内の富士フイルムイメージングプ
ラザで開催された、千葉康由さんの写真展「アライバ
ル」エチオピア ･ ティグレ内戦の現地報告。千葉さん
は、スーダンの反政府抗議デモの写真で 2020 年の世
界報道写真大賞を受賞している第一線のフォトジャー
ナリストで、ケニアのナイロビをベースに通信社 AFP
の特派員として活動している。撮影は 2021 年 7 月で
あるが、コロナ禍のさなか、隣国から状況をウオッチし
ていたから迅速に動けたわけで、日本では動けなかっ
ただろう。

私自身エチオピアには 1980 年代から関わり、凄惨
な飢餓や、一方で聖書時代さながらの宗教行事をはじ
めとする独特の文化に魅了され撮り続けてきた思い入
れの深い土地なのである。かつて内戦の泥沼で喘いで
いた最貧国エチオピアが、民族和解によって経済成長
の波を捉えて、この 30 年間で、アフリカの奇跡と讃え
られるほどの繁栄に向かっていたのに、民族間の憎し
みに火をつけ、凄まじい内戦に突入し瀬戸際に立たさ
れているのだ。

千葉さんは、戦乱に巻き込まれた人々の悲劇を、富士
フイルムの１億 2400 万画素の高精細カメラで撮影し
ている。ドキュメンタリー写真をこれほどの高画素機
材で撮ったケースは極めて珍しい。圧巻は、ティグレ解
放戦線側に捕らえられた 7000 人にのぼる政府軍捕虜
たちが、収容先の刑務所に向かって歩かされている姿
を正面から捉えた一枚の巨大パネルである。戦争捕虜
たち一人一人の絶望の表情が、残酷なまでに描写され
た迫真の一枚であった。

まったく対照的な二つの写真展であるが、コロナの
災いを突き破る清々しい力に充ちていて、どんな時代
であろうとも、写真家は写真表現で勝負する以外に逃
げ道のないことを突きつけられた気分だった。

二つの写真展に刺激されて

会長　野町 和嘉　
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■制約が大きかった取材時の移動
――　今回の東京 2020 オリンピック競技大会（以下
東京オリンピック）は、夏季のものとしては 1964 年
以来の自国開催のオリンピックとなりました。自国開
催ということでの取材の難しさ、厳しさのようなもの
を感じられたことはありましたか。
時事通信社・山崎　正直な印象としては、これまでの
他国開催のオリンピックと変わりはありませんでした
ね。今回のボクシングの会場は両国国技館だったので
すが、普段の大相撲の開催と同じような気持ちで現場
に行ったらば、メディアエントランスは別の場所に決
められていて、会場に入るために 30 分ほど歩かされ
るといったことはありました。ただ、そういったこと
はどこの会場でもあったよ
うですし、他国のオリンピ
ックでも似たようなことは
あったかと思います。
――　会場間の移動はしづ
らかったのですか。
山崎　これは運営の方には
申し訳ないのですが、しづ
らかったですね。会場に初
めて行かれた方は、皆同じ
ような苦労をされたのでは
ないかと思います。

毎日新聞社・梅村　競技会場に向かうシャトルバスの
運用が、日によって変わるのです。このバスが使い勝
手が悪くて、こちらが使いたい時間帯の運転がない。
これは前回の夏期北京オリンピックや、リオオリンピ
ックの時よりも劣っていた点で、IOC から会場に入
る許可を得たハイヤーでの移動というのがほとんどに
なりました。
山崎　海外から来た記者さんたちは、公共の交通があ
まりにも不便なので、タクシーチケットを使っていた
ところが多いようでした。
――　五輪組織委員会として、お感じになっておられ
たことはありますか。
共同通信社・伊吹　使う側からすれば、使いにくいと
いうのはあったと思います。それは治安維持の問題や、
コロナ禍による１年間の開催の延期といった条件を考
えるとやむを得ない部分もあり、けれども、もっと改
善できる部分もあったように感じます。
――　移動は当然、撮影機材を携えてということだっ
たと思いますが。
梅村　私の場合で言えば、ボディはキヤノンで、レン
ズは 600 ミリと、100 ～ 400 ミリのズーム、それにワ
イドレンズと一脚をキャリーバッグに入れて移動す
るというのが基本的な形になりました。バスケットボ
ールの会場はさいたま市にあり、これは電車で移動し
ましたが、一度、人身事故で電車が止まったことがあ
り、この時はすぐに電車を降りて、タクシーを拾いま

　＜座談会＞　取材担当デスクがいま振り返る

東京2020オリンピックの、長く熱き日々

出席者：朝日新聞社・樫山晃生、読売新聞社・松本 剛、毎日新聞社・梅村直承、共同通信社・酒井直樹、伊吹和宏
（東京 2020 組織委員会フォトチーフ）、時事通信社・山崎秀夫、東京写真記者協会事務局長・渡辺幹夫

司　会：伏見行介（理事、出版広報担当）
2021 年 11 月 16 日（火） 　於：アクセア半蔵門貸会議室

時事通信社・山崎秀夫氏
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Wonder Land

した。
――　私たち一般人は、オリンピックの開催中は、交
通規制が多く苦労したのを覚えていますが、取材をさ
れる側も、状況は同様だったのでしょうか。
山崎　大変でしたね。
読売新聞社・松本　私は、逆の印象も感じていました。
今回の最大の課題はコロナ対策であって、私たちは当
初から組織委が用意した循環バスは使わないと決めて
いました。そのためにハイヤーを数多く用意し、

「VAPPs」（ヴァップス、各競技会場に車両でアクセス、
駐車するための許可証）もできるだけ用意しました。
それを効率良く運用しながら取材要員を移動させまし
たので大きな問題ははありませんでした。その代わり
に、どのカメラマンがどの会場を取材するのかという
手配と共に、「VAPPs」を得ている車が、今どこにい
て、どこに行くのに使えるのか、その手配もしなけれ
ばならず、私の業務が大幅に増加しました（笑）。
梅村　今回は、ハイヤーがいちばん使いやすい乗り物
となりました。会場によってハイヤーが入れる場所が
まちまちだったのですが、これは外国の各社からの要
請で、運用の方法に変更が加えられたのかもしれませ
ん。
朝日新聞社・樫山　大会の期間中、首都高速道が料金
を値上げしましたよね。そのお陰で首都高はどこもガ
ラガラで、移動は楽でした。大会期間中の私の車の累
積壮行距離は 5000 キロを超えました。
梅村　コロナ禍もあって、人流も減っていましたしね。

■1年の延期期間中はコロナ対策に終始
――　自国開催で楽だった点はおありでしたか。
梅村　各会場に日本人対応のフォトマネージャーさん
がいらっしゃり、現場での打ち合わせができたという
ことは助かりましたね。それから、取材予約をし忘れ
ていた競技について、電話で問い合わせたら、すぐに
許可を頂けたことがあり、このあたりは言葉が通じる
同士ということで、交渉が楽でした。
――　フォトマネージャーというのは、取材カメラマ
ンの管理をしているのですか。
伊吹　今回は 43 の全会場にフォトマネージャー、サ

ブフォトマネージャーを配
置しました。日本人で、大
きなスポーツ大会の運営へ
の参加経験があり、英語に
堪能で、写真の知識がある
方は非常に少なくて人材発
掘に苦労したのですが、そ
ういう方にこの仕事を担当
して頂きました。各会場の
フォトポジションには限り
があり、コロナ対策として
ソーシャルディスタンスを
確保する必要がありましたから、そのためのマネージ
メントをするのが役割です。ただでさえ大変なオリン
ピックの取材であるのに、今回はさらに煩雑な要素を
つけ加えてしまったことは恐縮でしたが、幸いなこと
に定員オーバーで撮影ができないというようなことは
なく、取材を進めて頂くことができました。取材に事
前の許可申請を頂いたことも、コロナ対策の一環です。
松本　これまでは取材許可のカードさえ持っていれ
ば、直接会場に行けて取材をできたものが、今回に関
しては前日の午後 4 時までにオンラインで申請をし
て、フォトマネージャーさんから OK という返事を頂
いて初めて取材が可能になるというシステムです。と
ころが競技によっては、まだその時点で結果が出てい
ないものもありましたから、誰にどこの申請を出させ
るかという難しい決断を迫られましたね。
梅村　私は撮影をしながら、その手配をしていたので、
結構、現場であたふたしていたのですが、競技が始ま
ってから数日が経つと、どこの会場も取材のためのス
ペースには余裕があることが分りましたから、それか
らは必要と思われるものはすべてブッキングするとい
う方法を採ることにしました。最初は会場に入れるか
どうか、結構ドキドキしていたのですが、これは大丈
夫でした。
伊吹　このコロナ禍が起きる前に想定していた数字よ
りは、海外からお見えになる方の数がかなり減りまし
たから、その意味では余裕がありましたね。これはは
っきりとした数字ではなく、ここでいい加減なことも

毎日新聞社・梅村直承氏
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言えないのですが、当初予
定の 7 ～８割くらいではな
かったかなという感触があ
ります。
――　今回は開催が１年延
期になりました。この１年
という時間があったおかげ
で、取材がうまくいったと
か、そのような事例はおあ
りですか。
松本　普通に考えれば、「１
年準備期間があったのだか
ら、うまく行くだろう」と
いうことになるのかもしれ
ませんが、実はこの１年間というのはコロナ対策に費
やされていて、このような状況でどのような取材をす
るべきなのか、カメラマンが感染しないためにはどう
したら良いのか、そういう課題に取り組むのが精一杯
で、オリンピックの取材に特化した準備には時間が充
てられなかったというのが本当のところですね。
梅村　本当にオリンピックをやるのか、それともやら
ないのか。その見極めも必要でした。そのあたり、皆
さんはモチベーションをどう保たれましたか。
樫山　５月、６月になっても、まだ、やる、やらない
で揉めていましたよね。それが 6 月の終わりになって、
急に本当にやるのだと。それから慌てて準備したとい
うところもありました。
東京写真記者協会・渡辺　聖火リレーが１年前の 3 月
24 日に中止になって、そのままずっと止まったわけ
です。「聖火を走らせるの、走らせないの」という問
題の答えが決まらないまま年が明けて、「走りましょ
う」と決まったのが２月です。緊急事態宣言が出てい
る中で、それでも３月にはやりましょうという動きに
なった。それから、全国を走る聖火ランナーの写真を
揃えるために、東京写真記者協会が中心になって各地
の写真記者協会の方に協力をお願いするのは大変でし
た。聖火がだんだん東京に近づいてきても、やるの？
やらないの？は皆さん、半信半疑といったところで、
開催が本当に決まったのは 6 月 20 日頃ではなかった

かと思います。
伊吹　開催については、私も確信は持てませんでした。
開催が 1 回延期になった後は、「止めることはいつで
もできる」と考えて、開催に備えて黙々と準備をする
というのが、それからの私の仕事でした。
――　そういった状況では、熱も入りづらいですよね。
渡辺　そうは言っても、実際に聖火ランナーが走り、
全ランナーの写真が紹介されるなどして、開催が近づ
いてゆくと、気持ちも盛り上がっていったのではない
かと思います。
松本　私のところでも全ランナーの写真を掲載した紙
面は好評を得ましたけれど、できたことはそれくらい
で、オリンピック延期決定前に計画していた、様々な
展開は実現することができませんでした。
渡辺　コロナだからできなかったことがある。その一
方で、コロナだからやりようがあったというのもあっ
たのかもしれません。
――　オリンピックの時期は、まだワクチン接種も進
んでいませんでした。その中で、取材をなさる方は、
特別なコロナ対策というものをしていたのでしょう
か。
松本　カメラマンはアスリートと近い位置にいますか
ら、PCR 検査を基本的に 3 日に 1 回。さらにもっと
アスリートの近くに寄るカメラマンについては、毎日
の唾液による PCR 検査が組織委員会から求められて
いました。その結果は各社の責任者に報告され、検査
漏れが見つかるとその問い合わせも、やはり各社に通
達されます。そういった綿密な検査体制が敷かれてい
ました。
渡辺　PCR 検査の結果を管理するアプリが開発され
て、入力漏れがあるとそれもすぐに報告されます。そ
ういうメールが各社に夕方に届くことになります。
梅村　その結果は、当然、次の日の取材体制に関わっ
てきますから、私たちはとても気を遣っていました。

■暑さの中で写真を撮るための工夫
――　今回は真夏のオリンピック開催となりました。
これほど暑かったオリンピックというのは、過去には
なかったのではないでしょうか。

共同通信社、東京 2020 組
織委員会フォトチーフ・伊
吹和宏氏
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山崎　北京やアトランタは日本と同じくらい暑かった
という記憶があります。
梅村　確かに北京は暑かったですね。ただ、今回も暑
かったですから、特に陸上競技などの屋外競技を取材
する人間には、取材にも休憩を入れるように気を配り
ました。いちばんきつかったのは、スケートボードだ
ったみたいですね。日陰がないし、照り返しもきつい。
頭に氷を乗せて撮影を続けていた外国のカメラマンも
いました。
共同通信社・酒井　アーチェリーもきつかったみたい
ですね。暑さで倒れた選手もいました。サーフィンと
ゴルフも大変だったようですね。
梅村　サーフィンの取材に行ったカメラマンは、翌日
のシフトを変えました。
松本　ビーチバレーの会場では、カメラマンの水分補
給のために配られた水を、取材のための席を冷やすた
めに使いました。そうしないと、席が熱くなっていて
座れないのです。座席にかけた水が一瞬のうちに蒸発
したそうです。
山崎　逆に屋内競技は、競技場の冷房が効き過ぎて寒
かったですね。ハンドボール会場など、寒い寒いと。
梅村　私は競泳会場に行きました。社の仲間からは「お
じさんだから仕方ないよね。涼しい所にいてね」と

（笑）。メインプレスセンターも寒かったですね。あそ
こに行く時には上着が必須でした。
酒井　たまに外に出ていました。体が冷え切ってしま
いますから。
――　暑さのせいで機材に変化があったというような
ことはありましたか。
山崎　わが社のカメラマンが使っているミラーレスカ
メラが、まるで動かなくなったということがありまし
た。
松本　ボティが小さいので熱が籠ってしまうらしいで
すね。それですぐに高温注意という警告が出る。
梅村　ミラーレス機の場合、デバイスはずっと動き続
けているわけですから、そうなりますよね。
――　前回オリンピックの時は、報道の現場では、ま
だミレーレス機は主役にはなっていませんでした。今
はミラーレス機の時代ですが、この方式のカメラを使

うことにアドバンテージは
あるのでしょうか。
樫山　ピント位置を気にす
ることなく撮影に専念でき
るというのは、大きなアド
バンテージですね。一眼レ
フカメラでは測距点は中央
にしかなかったわけです
が、ミラーレスカメラでは
測距点を隅々に置くことも
できるので、撮影の幅が広
がっています。もちろん、
消音という部分も大きいと
思います。
松本　ミラーレスカメラの登場と普及は、確かに一つ
の革命であったと思います。それでは従来のカメラが
まったく使いものにならなくなったのかというと、そ
うではない。灼熱の中の大会で、ミラーレスカメラの
耐久性に関して、私たちの知見がなかったということ
も明らかになった。一眼レフカメラを持つのと同時に、
カメラマンがミラーレスカメラも携えて、それではど
のカメラが良いのだろうと、複数のメーカーのカメラ
を持つこともあった。今回の東京オリンピックは、そ
ういった端境の中で行われたということもできると思
います。恐らく、次の夏のオリンピックではミラーの
あるカメラはなくなっています。その時にミラーレス
カメラの時代が始まるのではないかと思います。
――　北京冬季オリンピックも、当然ミラーレスカメ
ラを用いての取材となるのでしょうか。
梅村　私自身、ずっと競泳を撮影していて、ミラーの
あるカメラであればシャッターを切る間、被写体が見
えなくなるものが、ミラーレスであればずっと追い続
けることができる。その上で秒間何十コマも撮れると
いうことで、これまでは撮れなかった写真が撮れるよ
うになったわけです。そういう状況があるわけですか
ら、次のオリンピックではすべてミラーレスカメラに
なるということは間違いのないところだと思います。
ですから、今は端境期ではあるけれども、現場の人間
は「もうこっちだよね」ということを感じていると思

共同通信社・酒井直樹氏
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います。
山崎　ただ、北京の冬は寒
いですから、カメラの耐久
性を考えて、室内競技はミ
ラーレスカメラ、屋外競技
は一眼レフカメラという使
い分けになるのかもしれま
せん。
――　まだまだ検証も必要
だろうと…。
山崎　摂氏マイナス 20 度
の雪山で、ミラーレスカメ
ラがどのような動きをする
のかは、まだ誰も知らないわけです。
――　先ほど、複数のミラーレスカメラを持たなけれ
ばならないという話が出ましたけれど、新聞社が、会
社によって特定のカメラメーカーのボディやレンズを
使い続けているというようなことがあるのでしょう
か。
松本　レンズの関係がありますから、ボディを一度に
他社に乗り換えるということは難しいですね。また、
会社で運用するには何セットもカメラとレンズが必要
になる。現場はやはりいちばん良いカメラを使いたい
し、並んで撮った隣の人間に「撮り負ける」わけにも
いかない。そうなると、使いたいのは最新鋭の機種で
ある。その意味で、今回は機材をどのように差配する
かについても難しさのあるオリンピックとなりまし
た。
酒井　ただ、北京オリンピックは、東京オリンピック
から半年後の開催です。時間がないという意味で、ま
だ、機材の様変わりは実現しないかもしれませんね。
渡辺　それからするならば、次の夏のオリンピックで
あるパリで、機材の様変わりが明確になるかもしれま
せんね。
――　前回のリオオリンピックでは、会場にカメラを
設置して、撮影操作は別の場所からデスクが行うよう
なカメラが登場し、そこにも報道の現場の様変わりが
あったと教えて頂いたのですが、今回はそのようなカ
メラに進歩はあったのでしょうか。

酒井　リモコンカメラには、競技場の天井にカメラを
設置する、プールの水中に設置する、あるいは陸上競
技場トラック脇の地面に設置するなどの方法があると
思いますが、わが社では今回のオリンピックで、特命
チームが長く綿密な準備をして、水中ロボットカメラ
とその『天井ロボット＆リモートカメラ』を積極的に
推進しました。その意味では特別なオリンピックとな
りました。今回の東京オリンピックで、私たちは開催
国の通信社ということになりましたから、全競技をカ
バーするためにすべての競技場に人を配しましたし、
十分に人を割くことに留意しました。
――　もしもカメラマンの中に体調不良の人が出てし
まったら、その時はどなたかが代役を務めることはで
きたのでしょうか。
渡辺　いえ。プレス用のカードは個人に対して発行さ
れ、会場への入場に際しても本人確認が必要とされま
したから、代役は効きません。ですから、先ほど梅村
さんが仰っていたような、体調面に配慮したマネジメ
ントが大切だったのですね。
松本　取材スタッフ全員が、無事閉会式を迎えられる
ように導くことが、私自身の目標になっていました。

■通信環境にも様変わりが
――　撮影が終わった後の機材の保守は、みなさん個
人的になさっているのですか。
梅村　そうですね。特にバッテリーの充電は絶対に必
要ですから、疲れて帰ってきても、そういった保守作
業や、送られてきているメールへの対応などが午前 1
時、２時まで続くことがありましたね。
松本　機材の保守も大変なのですが、最近のカメラは
１枚の写真のデータ量が大きくなっていますから、そ
の点でも扱いが大変になっています。
――　みなさん、撮っている形式は JPEG ですか。
一同　そうですね。
――　JPEG のいちばん大きな画像で？
酒井　各社によって違うのではないかと思います。
梅村　わが社では、なるべく大きな容量で撮ってくれ
と言っています。
山崎　わが社ではキヤノンのＬ８です。

朝日新聞社・樫山晃生氏

フィナーレをメダリストの笑顔が飾った 現場の声を反映し大胆な構図の写真も掲載された



17
JAPAN PROFESSIONAL PHOTOGRAPHERS SOCIETY 177

松本　わが社では圧縮はい
っさいかけませんから、1
枚あたりの容量が最大で
50MB ですね。それを保存
するのは大変です。
渡辺　大会の期間中に読売
新聞１社が撮影したカット
が 240 万枚であると、この
前担当の方から聞きまし
た。この数は他社さんでも
だいたい同じようなもので
はないかと思いますが、１
枚の容量が大きくなりしか
も撮影される枚数も膨大なものになっていますから、
この保存も難しい問題になっているのだろうと思いま
す。
松本　確かに撮影した枚数はそのようになっていまし
たね。そのうち、送信したものが 43 万枚です。これ
はリオオリンピックの時に撮られた枚数の 11 倍にあ
たります。
――　一眼レフカメラであっても、シャッター回数を
稼ぐことは可能です。それが今回のオリンピックで、
それだけ急に撮影枚数が増えた理由は何なのですか。
松本　やはり、自国開催で、多くの人間が撮影をした
ということがいちばんの理由です。それから今回は通
信回線の速度が向上しましたから、メインプレスセン
ターから本社に送る写真は無制限で送信できました。
海外の大会では、送信するカット数を抑え、トリミン
グを済ませ、画質も落とし気味にして送信していまし
たから、これは大きな違いです。
酒井　使用する回線は、各社によって違っていました
ね。規格の高い回線は使用料もそれなりに高いものと
なっていたので、どれを使用するかは各社の判断によ
ります。わが社は、万が一にもデータの送付が遅れる
ことがあってはならないと考え、最上位となる通信環
境を選びました。
伊吹　今回は夏のオリンピックとしては初めての試み
として、IOC が指定した撮影ポジション、彼らの言

葉で言うと「プライム・フォト・ポジション（Prime 
photo position）」ということになるのですが、そこに

「回線と電源を敷設するように」という指示がありま
した。それまでは、各社が飛んでいる Wi-Fi を捕まえ
なさいということだったのですが、今回は組織側がそ
れを準備し、それぞれの場所に LAN ケーブル用のソ
ケットが準備されており、後はケーブルを持っていき、
最初にパスワードを入力すればそこからネットワーク
の使用が可能になります。一方で V-LAN を使用され
る会社もあり、これは料金に応じて、確実なデータ送
付のための帯域が担保されるという仕組みです。
梅村　今回は通信環境については、今までの大会の中
で最高でしたね。撮影した画像を無事送れるかどうか、
これは結構現場の人間はドキドキしているものなので
すが、今回はすべての画像を無事に送ることができ、
締め切りに間に合わないということがいっさいありま
せんでした。
伊吹　それはほとんどの競技会場が無観客で開催され
たということも大きく関わっているのではないでしょ
うか。
梅村　無観客だったからだと思います。Wi-Fi にして
も、結局は誰も使わないので空いていたと聞きました。
伊吹　それでも開会式の時には Wi-Fi が一度パンクし
たようですね。そのような人が集まる場所では有線で
の接続を推奨していたのですが、やっぱり皆まずは
Wi-Fi を使うのですね。
酒井　私たちは、人が多く集まる所に行くと、果たし
て画像が送れるか、結構気を揉むものです。
樫山　開会式では USB ケーブルとアダプターを配っ
て回っている人がいました。
――　ところで、今回の東京オリンピックでは、スケ
ートボード、サーフィンなど、幾つかの新競技が加わ
りましたが、この取材に関しては、事前にテスト、練
習のようなものはなさったのでしょうか。
山崎　コロナ禍によって、各社ともほとんどできなか
ったというのが実情ですね。
梅村　2019 年に全国大会が行われた競技の中には、
オリンピック取材の予行演習になったものもありまし

読売新聞社・松本 剛氏

速写性に優れたカメラが競技者の一瞬の表情を掴んだ 取材スタッフにとってもゴールとなった閉会式
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た。1 年の延期の間にスタッフが入れ替わざるを得な
いようなこともあり、それも今回の取材の難しさにな
りましたね。

■日に日に溜ってゆくデータをどう扱うか
――　さきほども話が出ましたが、写真１枚あたりの
データ量が大きくなっていることは、管理をする側に
とっては、切実な問題となっているのではないでしょ
うか。
酒井　写真１枚あたりのデータ量は、日に日に大きく
なっていると感じますね。カメラマンが一日の仕事を
終わって、データを登録するのに 1 時間、２時間かか
るのが当たり前になってきています。大きな大会の期
間中は、ただでさえ睡眠時間が短くなるのに、このよ
うな作業のために起きていなければならないのかとい
う状況は、本当に辛いものだったと思います。けれど
もカメラマンというのは、少しでもきれいに撮りたい
と考えますから、ここにジレンマがあります。会社か
ら支給されるパソコンのメモリーは、たくさん撮るス
ポーツ取材ではすぐにいっぱいになってしまいます。
聞いた話では、サッカーの試合１試合分の画像を入れ
ると、パソコンがパンクするといいます。そうすると、
今度は常に外付けのハードディスクを持ち歩く必要が
生まれ、そこに溜ったデータを毎日掻き出す作業に追
われることになる。これは大変なことです。
山崎　秒間 30 コマ撮れるカメラで 10 秒連写すれば、
それで 300 コマですよね。
酒井　それだけの連写を求められる競技は、そうは多
くはないはずですが、例えば体操競技で選手の体が回
転しているシーンを撮るとする。選手の目が写ってい
るカットを撮るには、カメラを回し続けるしかないん
です。
――　モノクロフィルムの時代には、現場でカメラマ
ンが現像して、そこからチョイスして送る。その間に
最良のカットを選択する作業があったわけですが、今
はそれがありませんよね。撮った写真がすべて送られ
てくる。
酒井　そうなりますね。同一に近い膨大な量の写真の
中から最高の 1 枚を選び出すのは大変な作業です。
――　カメラマンが撮影した写真は、すべて会社のデ

ータベースに保存されるわ
けですか。
酒井　そうなります。もし、
特定のコマを選んでそれを
保存しようと考えると、寝
る時間がなくなります。会
社の側としては保存するコ
マを選びたい。けれどもそ
の作業を疲れているカメラ
マンに要求することはでき
ません。
樫山　そこは各社さん、悩
みどころだと思います。た
だ、写真は歴史に残るものですから、なるべく大きな
データ量で保存したいと考えることも当然のことだろ
うと思います。写真の枚数も増えていますから、保管
のためのコストも馬鹿になりません。そのバランスを
どう考えるかは難しい問題です。
梅村　ただ、写真を見ていくと、仮に秒間 30 コマの
撮影であっても、どこにその動きのピークがあるのか
は想定ができるようになります。それは私たち専門職
の技ということになるのでしょうし、秒間に多くのコ
マの撮影ができるということは、撮影をする側にとっ
ては嬉しいことなのです。選ぶことの手間よりも、撮
れることの喜びの方が大きいです。だから私は、後輩
のカメラマンに撮る枚数を減らせとは言いません。撮
れるものはすべて撮った方がいいよ、と。その上で、
良いコマを選ぶ力を身に着けて欲しい。このカットが
なぜ良いのかを説明できる、プレゼンテーションの力
を身に着けて欲しいです。報道写真は今までよりさら
に、現場の感覚が大事になっていくと思います。
――　すると撮影担当者が変わると、その競技ならで
はの良いカットを選ぶ作業にも時間がかかるようにな
りませんか。
梅村　幸いなことに、今回は担当者の交代があった競
技でも、後任の者がベテランだったので支障はありま
せんでした。私たちのこれまでのやり方では、撮影が
終わった後に皆で集まって、「このシーンが良かった
ね」などと仕事の成果や、反省すべき点を確認し合う
場を設けているのですが、今回はコロナ対策というこ

東京写真記者協会
事務局長・渡辺幹夫氏
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とで、そのような機会を持つことができませんでした。
そこでどうしたかというと、私がホテルのロビーで帰
って来るカメラマンを待って一人ずつ話を聞き、「ど
うだった？」「ここが不満だった」「じゃ、気を付ける
ようにしよう」と、そういう形で意見を交換する場を
設けました。
――　その仕事は、本来であれば、お酒を飲みながら、
やった方が良いのかもしれませんね（笑）。
梅村　そうなのかもしれませんね。そちらの方が楽し
いはずなのですけれど、今回はそれができませんでし
たから。
渡辺　自分の撮った写真がどういう扱いになるのか、
紙面に載るまで分からない。
松本　それが本来的な姿なのかもしれませんが、コミ
ュニケーションは必要でしょうね。
梅村　そこで今回は、少しやり方を変えました。デス
クからカメラマンに「君たちが良いと思うカットを薦
めてくれ。それを載せる。私の考えを押し付けること
はしないから」と伝え、受けの姿勢を貫いたのです。
そうなったことで、現場のモチベーションは上がりま
したね。やはり、現場にいて「これが面白い」と感じ
たカットには、それなりの意味があるものです。今回
は、その面白さが伝わったと思っています。
酒井　今回は、コロナ禍があって、カメラマンとエデ
ィターが顔を突き合わせて話し合う時間が持てません
でした。反省会ができないのです。一緒にお酒を飲む
かどうかはともかく、作品について話し合う時間が必
要なはずで、この状況には早く様変わりして欲しいも
のだと思いますね。

■写真の撮り方も刻々と変わってゆく
――　ではここで、今回各紙に掲載された写真を、皆
で振り返ってみましょう。皆さん、さまざまな思いが
あるのではないかと思います。
松本　私ども（読売新聞社）は聖火リレーのランナー
の写真を、47 都道府県すべて載せました。
――　写真が掲載された人は、やはり嬉しいでしょう
ね。

酒井　私ども（共同通信社）
は自前の紙面を持たないの
ですが、掲載された写真を
見て、写真を大きく載せて
貰うことは、やはり良いも
のだなと再認識しました。
最近、大きなニュースで採
用されるラッピング紙面と
いう２面にまたがる形で載
せる手法では写真のメイン
に当たる部分が左側にある
写真でないと具合が悪い。
これは新聞の形に折り曲げ
た時に１面が映えなくなるからで、新聞社の方にとっ
ては常識であるらしいのですが、私たちはそのことに
今回初めて気が付きました。
松本　私たちは開会式の入場行進で、写真の左側に主
役を入れるという構図を、最初から意識して撮影しま
した。まず１面に主役が出て来て、新聞を開くと、写
真も開いて、また違う楽しみ方ができるというわけで
す。
酒井　読売さんの写真を見た地方紙の方から、「大き
く使うのにピントの深いコマが欲しかった」という要
望が寄せられました。入場行進は斜めから撮れば、ピ
ントが広い範囲に合う。でも、私たちは正面から行進
を採ったので、ピントの合う範囲が浅かった。私たち
にはそのような構成・レイアウトまで計算した紙面作
りのノウハウがなかったのです。
――　新聞写真のレイアウトの方法は、刻々と変わる
ものなのですか。
松本　今はスマホもありますから、新聞の紙面では大
きさを活かした写真が見られるように心がけていま
す。
梅村　私ども（毎日新聞社）はサーフィンの選手の背
中を大きく写し込んだ写真を掲載しました。これは海
に挑む人間の姿を撮るという、カメラマンの気持ちを
デスクが汲み取ったことで実現しました。陸上競技で
はバトンタッチのシーンを、色々な場所にカメラマン
を配置して追っています。この方法は、北京オリンピ
ックから撮影を続けながら確立させたものです。
松本　私どもは、競技の結果だけでなく、写真の絵柄
にこだわって撮影したカットも多くなりました。天井
や、プールの水中に設置したリモートカメラによるも
のも多いです。文化部との共同企画で撮影したカット
もありました。作家の方の観戦記に合わせた写真を掲
載するというやり方です。
――　機材の進歩によって、新しい撮影方法がどんど
ん開発されているのですね。本日はどうもありがとう
ございました。

（構成／出版広報委員・池口英司、
撮影／出版広報委員・川上卓也）

司会・伏見行介理事

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会開会式、
閉会式のチケット
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の取材で、まだプロ宣言を
した直後の駆け出しの頃で
したから、取材用の撮影場
所に入れてもらうこともで
きませんでした。けれども、
せっかく来たのだから黙っ
て帰りたくない。自分でチケ
ットを買って会場に入り、写
真を撮りました。取材カメラ
マンとして会場に入れるよ
うになるのはその後のこと
です。実はインスブルック大
会の写真は、ほとんど使ってもらえなかったのですが、こ
の時にプロとしてやって行くことを決めました。
――　アフロさんは、オリンピックの公式写真集を制作
されていますが、これはいつから始まったのですか。
青木　1998 年の長野冬季オリンピックからです。この時
は関係者に働きかけ「今までのような写真集では駄目
で、もっと作品としての価値のある写真を使うべきであ
る」という私の考えを一生懸命伝えました。それ以来、公
式写真集の制作を続けています。目下の目標は、オリン
ピックの写真集を全国の中学校に配布したいのです。自
分がオリンピックに興味を持ち、写真を撮り始めた頃、日
本にはオリンピック関連の資料が何もなかった。だから、
自分がオリンピックに興味を持った頃と同じ年代の子ど
もたちが読むことができる資料となるものを作って、配
りたいのです。
――　取材でコロナ禍への対策はありましたか。
青木　入場制限であるとか、会場が無観客になったとい
うような環境の変化への対応が必要でした。それでは客
席が空いているのだから、場所を自由に選べるのかとい
うと、そうはならない。臨機応変に考え、融通を利かすと
いう考え方が、日本人は本当に下手だと思いますね。

■アスリートとは動く芸術品だ
――　今回は、競技の終了時間が夜遅くになった会場も
ありました。新聞社のカメラマンさんは、朝刊の締め切り
時間もあるし、それからが大変だったというお話でした。

■�制約が大きかった�
コロナ禍の中のオリンピック開催

――　青木さんは、スポーツジャーナリズムの第一線で
長く活躍してきた、私たちにとって大先輩なのですが、
青木さんの「東京 2020」までの役割というものは、どのよ
うになっていたのですか。
青木　2017 年からは、東京オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会組織委員会フォトチーフという立場でした。
それを2020 年３月に辞めさせて頂きました。2021 年３
月には、フォトアドバイザーも辞めさせて頂き、１年延期
されたオリンピックが開催された時は、アフロのカメラ
マンとして取材に当たっています。
――　フォトチーフというのは、文字通りトップのお立
場ということですが、青木さんがおっしゃることであれ
ば、皆が納得したのでしょうね。
青木　経験から考えるならば、私が引き受けるしかない
のだろうなと考えて、お引き受けしました。私は海外で生
活した時間も長かったものですから、外国人相手でも物
おじせずに話をすることができた。その部分も大きかっ
たのではないかなと思います。
――　1964 年の東京オリンピックの時に、もう競技の写
真を撮られていたとか。
青木　まだ、私が十代の頃です。朝、早起きをして国立競
技場の入口の外の所で、アベベ選手が走って来るのを待
ちました。アベベ選手が走って来るのが見えたら、感動
してしまって涙がポロポロ出て来るんです。それが私が
撮った、オリンピックの最初の写真です。
――　プロカメラマンとして撮影を始められたのは、い
つのことでしょ
う。
青木　1976年のイ
ンスルック冬季大
会からです。ただ
この時は「良いも
のが撮れたら、使
ってあげるよ」と
いう風に言われて

もう一つの東京2020　スポーツ写真の現場から
株式会社アフロ　青木紘二氏に訊く

　東京オリンピックの写真を報道し続けたのは、新聞社、通信社だけではない。ストックフォトなどのエージェンシー
にとっても、オリンピックは重要な報道の場となる。（株）アフロの代表でありながら、自らもスポーツ写真の第一人者
として活躍を続けている青木紘二さんに「東京2020」を通して感じたスポーツ写真への思いを伺った。

（株）アフロ代表・青木紘二氏

東京2020の写真集は、これまでのものよりも
ずいぶんと厚いものとなった。
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青木　それは私どもも一緒
ですね。撮影した写真を、翌
朝のテレビ番組で使えるよ
うに準備しなければいけま
せんでしたから。
――　写真がデジタルにな
って、撮影法は変わりました
か。
青木　カメラに任せること
ができる部分は多くなった
と思います。その中で、私た
ちは写真の質をさらに上げ
てゆき、写真を見た人に感動を与えられるように努めな
ければならない。写真と向かい合い、考え続けるという
過程は変わっていないのだと思います。残念なことに、
良い写真であってもあまり評価しないというのが、今の
風潮としてあるようには感じますが。
――　スポーツ写真の場合であれば、被写体が動き続け
ます。シャッターを動画と同じように切り続ければ、良い
写真が撮れるものなのでしょうか。
青木　ずっと撮り続けていると、やはり集中力は落ちま
すよ。ですから、その競技の大事な所はどこなのかとい
うのをきちんと把握しておかないと、一番大事なシーン
を撮り逃してしまうということはあります。
――　青木さんが、ご自身で撮影した写真で最初に感動
したのは、アベベ選手でした。それでは、今回のオリンピ
ックで、ご自身で手ごたえを感じられたのは、どのような
シーンでしたか。
青木　思い出すシーンはたくさんありますね。１枚を選
べというのは難しいのですが、選手でなくても良いので
あれば、女子バスケットボール日本チームのトム・ホー
バスコーチの方を撮ったものです。あのチームを銀メダ
ルに導いたのは、やはりホーバスコーチの力が大きかっ
たと思います。その方の表情が、表彰式が終わった後は、
それまでに見たことがないほど和らいだものだったの
です。すべてをやり遂げたという安堵感に包まれていた
のだと思います。その後に、「今日撮れたいちばん良い写
真はこれです」と言って、彼に写真を渡しました。すぐに
「ありがとう」と返事をして頂きました。
――　カメラマン冥利というところでしょうか。
青木　けれども、
この大会ばかり
は、もっとやれた
ことがあったので
はないかなという
気持ちが強く残っ
ています。自国開
催ということで、
日本人選手が多く

出場している。すると、必ず撮らなければならない写真
というものができて、それが制約になった部分はありま
した。もしも「仕事の写真」と、「自分の写真」という分け方
があるとするなら、どうしても「自分の写真」は後回しに
なりますから。
――　屋内会場などは、撮影ポイントによる、運、不運の
ようなものはあるのでしょうか。
青木　それはつきものです。それよりも試合の展開を読
むことが大切だと思います。例えばバレーボールでは、
私は木村沙織選手がサーブをするシーンが美しいと感
じていたのですが、試合展開によっては、サーブをする
数がとても少なくなってしまうこともあります。会場の
問題であれば、今回はやはり無観客という難しさがあり
ました。と申しますのは、観客が入っていると、その服装
の色とりどりが、アウトフォーカスになった時に綺麗に
見えるのですね。ところが今回は無観客で座席の木の色
が一面に広がっている。すると選手が映えないのです。
これは残念でした。アスリートというのは、動く芸術品だ
と思っていますから。
――　その他にも、お気に入りのカットはありますか。
青木　リオ大会なのですが、内村選手が得意とする鉄棒
の写真です。鉄棒は手の競技なので彼の手を映像の中に
残したいと思いつき、10 秒位の間彼の手に全神経を集
中して撮影しました。手にだけピントを合わせての一枚
撮りです。体操というのは凄い競技で、大会が開かれる
ごとに、演技がもの凄い勢いで進歩しています。昔は「ウ
ルトラＣ」が凄いと言っていた。今はもう「ウルトラＦ」で
す。その進歩が目で見ていて解ります。何でそんなこと
ができる人がいるのか？もしかしたら遺伝子の中に秘
密があるのかもしれません。
――　そうする
と、撮られた写真
の枚数も相当なも
のになりますね。
青木　いえ、15万
カットくらいのも
のだったと思いま
す。わが社の中で
は、私がいちばん
少なかったのでは
ないかな。
――　それは膨大だと思います。今回はさまざまな仕事
から離れて、自由なお立場で写真を撮られたと…。
青木　いや、写真を撮ることが私の仕事です（笑）。
――　北京冬季オリンピックでの活躍をお祈りします。
今日はどうもありがとうございました。
（2022 年 1月 18日（火）（株）アフロにて、聞き手
／伏見行介理事、構成／出版広報委員・池口英司、

撮影／出版広報委員・川上卓也）

JOCオフィシャルカメラマンに
はメダルが授与された

選手の集合写真は、公式写真集の重要な１枚
となる

激しく動く演技の中で冷静に動く手に、内村航
平選手の凄さと執念を感じたという
（2016年　リオオリンピック　写真提供・ア
フロ）
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『アサヒカメラ』が「肖像権問題」を初めて取り上げた
のは 2016 年秋のこと。月例写真コンテストの記事で掲
載した作品が Twitter で炎上したことがきっかけだっ
た。「変身」と題したカラープリント作品は、広い公園で
カツラを被ろうとする男性やメイクに勤しむ女性らを
撮影したスナップ写真。まさにコスプレイヤーが「変身」
する前の様子を捉えたもの。とはいえ、肌を露出した人
はなく、顔は識別できない程度だった。

ところが、読者の一人が Twitter に「こんなシーンは
撮られたくないな」と投稿するや、作品やアサヒカメラ
への批判が瞬く間に拡散。編集部には抗議のメールも寄
せられた。批判の声をあげたのはコスプレの愛好家たち
とみられるアカウントからの発信が多かったが、「撮影
された本人」とみられる人物からの抗議はなく、発信も
見当たらなかった。

だが、私がそれ以上に気になったのは、「批判の内容」
だった。特に注目したのが「肖像権侵害だ（それは犯罪行
為だ）」「こんな盗撮犯罪は許せない」という類の発言
……すでにお察しの方も多いだろう。肖像権や盗撮犯罪
の構成要件はもとより、定義や民事・刑事の違いもわか
らぬ人たちが声高に批判していたのだ。

●誤解と萎縮による負のスパイラル
『アサヒカメラ』の記事でも再三触れてきたが、「盗撮」

には二つの意味がある。一つは辞書的な意味での「盗み
撮り・隠し撮り」。これ自体が即座に犯罪行為になるわ
けではない。

もう一つはいわゆる「迷惑防止条例」が規定する犯罪
行為としての「盗撮」だ。その構成要件は▽人を著しく羞
恥させる、または不安を覚えさせる▽撮影対象が「通常
衣服で隠されている」「下着または身体」▽「撮影した」ま
たは「撮影目的でカメラを差し向けた（設置した）」。駅や
映画館で「盗撮は犯罪です」といったポスターを見たこ
とがある人も多いだろう。それらはワイセツ目的の迷惑
防止条例違反や映画の著作権侵害を想定しての警句で

あって、一般的なスナップ撮影とはまるで別物だ。とは
いえ、盗撮という言葉が法律や条例という文脈とは無関
係に、独り歩きしている現実が浮かび上がってくる。
「盗撮だ」ということで警察官が駆けつけてトラブル

になった事例も枚挙に暇がない。しかも、この現場を目
撃したという SNS ユーザーの書き込みが話をややこし
くする。盗撮や肖像権侵害で警察が来た、などと堂々と
書き込むものだから、呆れてものが言えない。

その点、駆けつける側の元警察官の話は興味深い。
「110 番通報されたら警察官は駆けつけざるを得ない

んです。疑うのは迷惑防止条例違反と軽犯罪法違反。撮
影者に写真を削除するようにお願いすることもありま
す」

まともな写真ならば削除要請するいわれはない。なぜ
お願いするのか？
「その場を丸く収めるため。問題がないと判断したら、

警官だって早く戻りたい。いつ重大な事件が起きるかわ
からないからね」

警察官だって民事不介入の原則は百も承知なのだ。
こうした現場を目撃した人が、当事者どうしの詳細な

やり取りを見て、かつ正しい法律知識をもって事の次第
を SNS に書き込むならまだマシだ。だが、現実には無知
と思い込みをもとに書き込んでしまう。誤解が拡散され
ることで、撮影者はますます萎縮せざるを得ないのだ。

SNS の時代は情報は玉石混交。「悪貨は良貨を駆逐す
る」の故事よろしく、情報の正確さよりも「声の大きい
人」の情報が目立つ傾向にあることはみなさんもご存じ
だろう。そんな時代でスナップ撮影を行うためには、撮
る側も撮られる側も法律・条例、肖像権を正しく理解す
ることが必要だ――そんな思いを募らせ、肖像権問題の
企画を進めることを決断したのだった。

●「街の人」肖像権侵害事件が与えた影響
それでも法律や条例の話は「刑事」だけに比較的わか

りやすい。だが、肖像権侵害はそもそも判例が少なく、弁

　スマホや SNS の普及によって、多くの人が写真を日常的に楽しむようになりました。しかし、インターネット
上で写真が公開されることが多くなると被写体の権利が社会で強く意識されるようになりました。肖像権は明確な
基準がなく炎上騒動やトラブルが多く発生しており、「もはや街中でスナップ写真は撮れない」などという言葉も
聞かれます。どうしたら良いのでしょうか？　『アサヒカメラ』編集長時代、写真に関わる諸権利の特集記事を通
して問題を提起した、佐々木広人氏（株式会社キュービック エディトリアルデスク・ゼネラルマネージャー）に
３回の連載で執筆していただきます。� （著作権委員会）

著作権研究（連載 52）
令和の時代のスナップ撮影に必要なこと 

〜「オキテ」とアップデートのススメ〜
佐々木広人（株式会社キュービック　エディトリアルデスク ゼネラルマネージャー／元『アサヒカメラ』編集長）
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護士によっても解釈が分かれやすい。今でも覚えている
が、肖像権に関する取材を始めようとしたが、快く応じ
てくれる弁護士は少なかった。ようやくたどり着いたの
が、みずほ中央法律事務所の代表弁護士・三平聡史さん。
法律面での御意見番としてサポートしてもらうことで、
一連の『アサヒカメラ』の肖像権、著作権、撮影マナー問
題のシリーズ企画がスタートした。結果、３年以上にわ
たって名物企画として続くことになった。

長々と企画の経緯を綴ってしまったが、実はこうした
経緯自体に、現在も続く「スナップ撮影の肖像権問題」が
凝縮されていると言っていい。そもそも街のスナップ撮
影で肖像権問題が真正面を論じた判例は極めて稀で、話
題になったといえば、2005 年９月に東京地裁で下された

「『街の人』肖像権侵害事件」ぐらいだ。
歩行中の女性の全身を承諾なく撮影した写真が WEB

サイトに掲載された。その後、トリミングされた写真が
インターネットの掲示板に載ったことで女性に対する
誹謗中傷の書き込みが急増。これを見た女性が撮影者と
WEB サイトの運営者に対して慰謝料を請求したとこ
ろ、東京地裁が肖像権侵害を認め、慰謝料の支払いを命
じた――というのが事件の概要だ。この判決の反響は大
きかったようで、写真界では「街のスナップ撮影で人物
の顔が写ってしまうのはまずい」と委縮するムードが高
まったという。だが、判決文を読むと、この事件特有の状
況があったことがうかがえる。

まず、女性の衣服の胸元のデザインに「SEX」の文字が
あしらわれていたこと。そして、それを面白がった何者
かが顔から胸元の範囲をトリミングして掲示板で「ネ
タ」にしたこと。事実、判決文でもこのデザインの特徴に
触れ、「一般人であれば、撮影されることを知れば心理的
な負担を覚える。撮影されたり、ウェブサイトに掲載さ
れたりすることを望まない」という主旨の指摘をしてい
る。

仮定の話にはなるが、もし衣服のデザインが違ってい
たら結果は大きく異なっていたかもしれないし、撮影者
に「一定の配慮」があれば掲載を回避できたかもしれな
い。

●撮影者に必要なオキテとアップデート
実はこの「一定の配慮」こそが、スナップ撮影において

最も重要だと私は考えている。
週刊誌が被告の法廷での様子を隠し撮りした写真を

掲載して肖像権侵害の有無が争点になった裁判。この最
高裁判決（2005 年 11 月）では、肖像権侵害の基準は「被
撮影者の人格的利益の侵害が、社会生活上受忍の限度を
超えるか否か」だとしている。ひっくり返して考えれば、
撮影者が被写体側の受けとめ方を想像できるかどうか
が重要だというわけだ。

とはいえ、想像力には個人差がある。法廷闘争はもち
ろん、いたずらに批判されるのも避けたい人も多いは
ず。そこで指摘したいのが、『アサヒカメラ』2016 年 11 月

号の記事で言及した被写体側の「オキテ」の存在。コスプ
レイベントや祭事などでは、撮影に関する暗黙のルール
のようなもの（オキテ）が存在する。記事ではこうした存
在を把握し、被写体となり得る人たちと上手に折り合い
をつけながら撮影することを推奨した。これを「一定の
配慮」と言い換えてもいいだろう。

面倒くさく感じる人もいるだろう。だが、他ジャンル
の撮影を想像してほしい。たとえば、動物や風景の撮影
では、生態や環境について事前に把握することも多いは
ず。いわば、いい写真を撮るために相手を知るという「お
作法」だ。街のスナップであれば、街の歴史や人々の生
態、暮らしを知る、あるいは当事者的に飛び込んでみる。
見方を変えれば、撮影マナーにも通ずる話と捉えること
もできよう。

こうした見立てには異論があるかもしれない。逆に
「オキテ」を無視して、時に街と「敵対」しながら衝撃的な
瞬間を追い求めたい人もいるだろう。だが、そういう人
は炎上覚悟で臨むしかない。一般市民にとっての写真の
メジャーな「主戦場」は、今や SNS をはじめとするイン
ターネット空間に変わったのだから。

かつての主戦場は紙媒体で購入しないと読めないと
いう点で閉鎖的だったが、そんな時代はとっくに過ぎ去
った。今や雑誌や写真集、写真展は SNS などの告知・宣
伝を抜きにして集客するのは困難だ。確かに現代の表現
空間は炎上と背中合わせというリスクはある。それでも
写真の素晴らしさを伝えたいのであれば、多少なりとも
適応するのが望ましいのではないか。

時代を撮ろうとする者は時代を知ってこそ撮ること
ができるだろう。その意味で今の時代のスナップ撮影に
必要なのは、撮影者の知識と感性のアップデートだと思
う。SNS などの仕組みを知るだけでなく、市民意識の変
化、ジェンダーを始めとする人権意識やコミュニティー
の在り方……ソフト・ハードの両面で「現代」を知る努
力が必要。さもなくば作品を世に送り出し、共感しても
らうことは極めて困難な時代になった。それが「令和」の
写真表現の「お作法」だと私は考えている。

佐々木広人（ささき・ひろと）
株式会社キュービック　エディトリアルデスク・ゼネラルマ
ネージャー／株式会社アーク・コミュニケーションズ取締

役／専修大学講師／一橋大
学卒。リクルートを経て朝日
新聞社に入社。『週刊朝日』副
編集長、『アサヒカメラ』編集
長、「AERA dot.」編集長、雑
誌本部長などを務め、2021 年
７月に退社。『アサヒカメラ』
の肖像権や著作権の特集が
話題に。2012 年新語・流行語
大賞大賞トップテンを受賞し
た「終活」の発案者でもある。
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◎銀ブラで写真展を

写真展巡りを楽しみにしているその立場から言え
ば、銀座界隈は今なお東京における中心地だ。確かにカ
メラメーカー系のギャラリーは減り、デパートでの大
規模もほぼ無くなった。だが、多様な展示施設があっ
て、見られる表現の幅は広い。展覧会を訪ねて銀ブラを
すると、いつも新鮮な時代の空気を感じられるのだ。

とくに楽しいのは、現存最古の美術ギャラリーであ
る８丁目の「資生堂ギャラリー」から「銀座メゾンエル
メス・フォーラム」（５丁目）を経て、「シャネル・ネク
サスホール」（２丁目）など有名ブランドが運営する施
設をはしごすること。ちょっと敷居が高く感じられて
も、非日常的な空間で作品をゆっくり眺めることがで
きて気分が良い。

昨年９月から 10 月にかけて、ネクサスホールで開催
さ れ た ギ イ・ ブ ル ダ ン 展「The Absurd and The 
Sublime」も印象に残っている。巨匠ファション・フォ
トグラファーの歩みを紹介するもので、空間構成に工
夫を凝らし、銀座に似合う華やかな展示だった。マン・
レイに師事したブルタンの作品には、シュルレアリス
ムの影響が強い。ファッション写真が常に最先端の美
術をその伝統に取り込み、表現をアップデートさせて
いく過程が見えてきて面白かった。

東に少し足を延ばし銀座通りを歩いていくと、今度
は京橋１丁目の角に、まだ新しいアーティゾン美術館

鳥原　学 （写真評論家）
Torihara Manabu

写真の街「銀座」界隈を歩く

が見えてくる。か
つての西洋近代絵
画を展示するブリ
ヂストン美術館だ
が、ビルの建て替
えを機に 2020 年
１月に名前を改め
ている。そのさい
展示や作品収集の
範囲を広げ、現代
の写真作家も取り
上げるようになっ
た。

１月 10 日まで
開 催 さ れ て い た

「Ｍ式「海の幸」―
森村泰昌　ワタシ

連載 写真の散歩道４回目

「T3 PHOTO FESTIVAL TOKYO 2021」　展示風景　  撮影・髙倉大輔

ガタリの神話」もそのひとつだ。今回森村は、同館の主
要な収蔵作品、明治期の夭逝の画家青木繁の「海の幸」
をモチーフとしたセルフポートレイト作品「Ｍ式『海の
幸』変奏曲」を発表した。それは円環状の空間に設置さ
れた、太古から未来までの時代設定による 10 点の連作
は、消滅と再生を繰り返すという輪廻転生を描きだし
ている。絵画、小説、アニメなどを援用した重層的なイ
メージのコラージュによる、森村流神話の構築である。
その意図はタイトルにも表れている。星野道夫の遺作
となった、北極圏における人類の創世神話を追った『ワ
タリガラスの神話』を連想する写真好きもいるはずだ。

興味深いのは、森村がスタッフを使わず、この大作を
彼一人で撮影している点だ。コロナ禍によって人との
接触ができなくなったのを機に、自身の制作の原点へ
と回帰するという意図があったという。展示では、ラフ
スケッチから始まり、使用した小道具や撮影の模様を
記録した動画も公開されている。制作プロセスを見せ
たうえで、メインの大作に誘導し、より深く多様な鑑賞
体験を与えると言う意図なのだろう。森村という作家
の、過剰なほどのサービス精神というか啓発精神の過
剰さには、いつも驚かされる。

アーティゾン美術館　森村恭昌展　フライヤー
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Zooming

◎新しい表現の風景を見る

興味深いことに、アーティゾン美術館では学生から
鑑賞料金を徴収しない。上記の森村展もそうだった。美
術や写真を学びたい若い層にとって、これはとても嬉
しい制度に違いないが、なぜかあまり知られていない。
じつに残念なことだと思う。

振り返ってみると、写真ギャラリーや美術画廊、ある
いは大型の展示施設が多くある銀座界隈は、昔から若
者たちにとって学びの場だった。かつては週末に画廊
巡りをする学生の姿をよく見かけたものだが、彼らの
多くは、この街でいつか個展を開催することを目標と
していた。

その数は減ったものの、若いクリエイターに舞台を
提供し続けている有力な場所はいまもある。例えば、
1990 年代初頭から、数多くの写真家を輩出してきた公
募展「1_WALL」を主催する「ガーディアン・ガーデン」

（７丁目）の活動はよく知られている。半年に一度開催
されるこの展示は、若い世代が写真に何を求めている
のかをいつも教えてくれる。

新しい動きとしては、昨年 10 月後半に京橋から東京
駅や日本橋までの区域で開催された、「T3 PHOTO 
FESTIVAL TOKYO 2021」を挙げておきたい。「日本
の写真文化・これからの写真の未来について考える」
をテーマに掲げる都心には珍しい地域型のイベント
で、公開空地の壁面（工事現場の囲いなど）を利用した
写真展「Tokyo Photographers Wall Magazine」のほ
か、写真集や小冊子を販売する「Photo Market」、美大
生 や 写 真 学 生 を 対 象 に し た コ ン ペ の「Student 
Project」、海外の写真関係者をゲストとするトーク・
イベントなどのコンテンツが充実していた。

私がイベントを見に行ったのは、秋晴れに恵まれた
土曜の午前。まず銀座通りに面した複合施設、東京スク
エアガーデンに置かれた案内所に向かった。そこで展
示マップ受け取り、尾仲浩二、石川直樹、インベ☆カオ
リ、藤岡亜弥など、東京を撮っている 26 名写真家の作
品を探して歩き始める。そしてメインストリートの裏
手でそれらを見つけ、しばし眺めていると、奇妙な気分

になっていく自分に気づく。極めてモダンな都市景観
と、写真家が様々な角度から描出する人間の多様な欲
求や葛藤が重なり、視覚的な不協和音として生理を刺
激してくるのだ。

さて、あちこち歩き回った後、案内所に戻ると
「Photo Market」が賑わっていた。今回は、10 組ほどの
グループが会議机に写真集を並べ、客もそれなりに集
まっている。同日には東京都現代美術館で「TOKYO 
ART BOOK FAIR 2021」が開催されていたから、こち
らにもその参加者たちが流れてきているのかもしれな
い。写真表現がより個人的なものとなった現在、こうし
たリアルな場での、水平的な交流がより求められてい
ることを実感する。

かつて銀座界隈は表現者を目指す若者たちにとっ
て、学びの場であり目標の地だった。いま、その風景は
大きく変わったものの、地域の性格自体は変わってい
ないように思う。もともとこうした屋外での体験型写
真イベントは、観光客の誘致と地域の再発見を目的と
して、地方でよく開催されているスタイルだ。それを消
費文化の中心であり、しかも展示施設が充実するこの
銀座界隈で開催することは、とても挑戦的だ。こうした
試みが回を重ね、かつ充実度を増していくと、日本の写
真文化はより活気づいていくに違いない。

「T3 PHOTO FESTIVAL TOKYO 2021」　展示風景　  撮影・髙倉大輔 「T3 PHOTO FESTIVAL TOKYO 2021」　展示風景　  撮影・髙倉大輔

「T3 PHOTO FESTIVAL TOKYO 2021」　展示風景　  撮影・髙倉大輔
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■�広島原爆投下直後を撮影した松重美人の�
写真原板を収集
松重美人（まつしげ・よしと 当時、中国新聞社写真

部員・中国軍管区司令部報道班員、32 歳、1913 〜
2005）の原爆投下直後の被災状況を捉えた写真原板の
劣化を恐れていた写真保存センターでは、数年前から
管理者の中国新聞社と保存の必要性を話し合っていた
ところ、2021 年３月 26 日、広島市教育委員会が市の重
要文化財として指定し、恒久的な保存を図ることを決め
た。その待望の松重の写真原板が、この度「日本写真保
存センター」に寄託され、長期保存することになった。

広島の原爆投下直後の被災状況を伝える写真原板
は、長らく松重自身で保管されていたため、写真原板の
一部に経年劣化が見られ、管理者の中国新聞社から、

「日本写真保存センター」の恒久的な保存に適した相模
原の収蔵施設での保管を委ねられることになった。

日本写真家協会が「日本写真保存センター」を立ち上
げてから 15 年になる。この間に山端庸介（やまはた・
ようすけ 当時、西部軍管区報道班員、28 歳、1917 〜
66）が 1945 年 8 月 10 日に撮影した長崎原爆の凄惨な
被爆状況を捉えた写真原板を含む 308 点をいち早く収
蔵した。

今回、松重が 1945 年 8 月 6 日の午前 11 時過ぎから
午後 4 時頃までに撮った、広島の被爆直後の写真原板
5 点（6 ×６判）と、さらにその後見つかった被爆地の写
真原板９点を加えて受け入れることにした。10 月８
日、中国新聞社の岡田浩一編集局次長がこの 14 点の写
真原板を保存センターに持参された。これにより被爆
記録としての写真原板の重要性が広く認知され、保存

の意義がより一層確実なものになった。
原爆による被災状況を捉えた写真は米軍 GHQ のプ

レスコードで、1952 年の講和条約締結まで公表するこ
とができなかった。これをすり抜けて公表したのが、中
国新聞社の別会社『夕刊ひろしま』（1946 年７月６日
付）が掲載した松重の２枚だった。

私は 38 年前の 1983 年 7 月 16 日に、広島で松重氏に
お会いしインタビューをした（会報 64 号掲載）。原爆が
投下された日のことを次のように語った。「朝の 6 時ご
ろ空襲警報が解除され、市の中心から 2.7 キロメート
ルの翠町の自宅に帰り、朝食を終えて新聞社へ出勤す
る支度をしているとき、大量のマグネシウムが眼前で
破裂したような青白い光で、一瞬何も見えなくなり、強
烈な爆風で後ろの壁にたたきつけられた。」「すぐにマ
ミヤシックスとフィルム 1 本を持って新聞社へと出か
けた。周りは爆風で倒れた家が燃えていたり、逃げ惑う
人で大混乱。頭髪は焼けちぎれ、顔や腕、背中の皮が火
ぶくれ、垂れ下がって地獄絵のようだった。」「写真を撮
ろうとしたが、あまりの惨状で撮ることが出来なかっ
た。やっと 1 枚シャッターを切ったが、2 枚目はファイ
ンダーが涙で曇り切れなかった。」「その先へは火炎が
激しくて進めなかった。フィルム現像は社の疎開先で
皿現像し、水洗は近くの小川で行った。」という。「その
ような状況下で処理したため、ネガに定着ムラやカブ
リ・傷が付いてしまった。」「戦後すぐに進駐軍が写真
などを探していたため、フィルムは社に置かず自宅で
保存していた。」と語り、「被爆の実態は残された写真で
後世に伝えてほしい」と言い残されたことが思い出さ
れる。　

保存センターには、千余年の歴史を負う由緒深い国
宝をはじめとする重要文化財の法隆寺、東大寺、唐招提

「日本写真保存センター」調査活動報告（36）
―原爆被災を記録した写真原板の保存の意義を検証する―� 写真保存センター委員会

① 1945 年 8 月6日午前11時過ぎ、爆心地から
南東約 2.2キロの御幸橋西詰め。倒れた人、うず
くまる男女、救護を受ける女学生、警官などが写っ
ている。初出は中国新聞の別会社の「夕刊ひろし
ま」（1946 年 7月6日）。『LIFE』（1952 年 9 月29
日号）が「世紀の記録写真」「原爆炸裂 / 全米初公
開」と全世界に②とともに紹介。

② 午前11時過ぎ、被爆した人たちに変圧器用の
油を塗って、痛みを抑える。

③ 午後 2 時ごろ、爆心地から約 2.7キロの翠町
の理髪店兼自宅。
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■日本写真保存センター所蔵原板活用
１．テレビ番組での利活用

最近の日本写真保存センター（以下：保存センター）
における所蔵原板の活用として特筆すべき点は、多くの
人の目に触れるメディアへの画像提供が挙げられる。
保存センターの所蔵する原板が社会的に意義のあるも
のであることを広く周知し、その価値が認められた。
２．J：COMへの画像提供

放映日は東京地区として 2021 年３月 25 日（木）、同
３月 30 日（火）、神奈川地区は３月 29 日（月）、３月 30
日（火）の計 4 回放映が行われ、保存センターの原板か
らスキャンしたデジタル画像 7 点を提供した。画像の
出典は、上野公園花見篇（名取洋之助）浅草寺宝蔵門篇

（写真協会）、横浜港航空写真篇（吉田 潤）、関内駅篇（浅
野 隆）。一例として関内駅篇では、1948 〜 58 年に横浜
市警、神奈川県警に勤務し写真撮影に従事した浅野 隆

「横浜・あのころ　飛鳥田市長」（1964 年ごろ撮影）か
ら、関内駅周辺の過去の画像を提示し現在の場所がど
こかをクイズ形式で視聴者に問いかけながら過去の様
子を解説するもので、撮影後五十数年が経過した町の
様子の変り映えを紹介し
ていた。

ケーブルテレビ大手
J：COM へ は 織 作 峰 子
会員の紹介で、J：COM
側で画像活用の企画が立
ち上がったことによる。
３．NHKへの画像提供

令和 2 年度事業として保存センターのデータベース
は、国会図書館開設で国内の各機関が保有する多様な
コンテンツ検索のポータルサイト「ジャパンサーチ」と
連携をしたことで活動への問い合わせが増加傾向にあ
る。それとの関連性は定かではないが、令和３年に
NHK から「NHK スペシャル〜新・ドキュメント太平

洋戦争　1941　開戦（前編）」への画像提供の依頼があ
った。

放映日は 2021 年 12 月
4 日に地上波で放映が行
われ、NHK オンデマンド
でも 2022 年 12 月 1 日ま
で配信されている。保存
センターからは原板から
スキャンしたデジタル画
像 47 点を提供し、14 点が番組で使用された。画像の出
典は主に、内閣情報部 （内閣情報局）により編集・刊行
されたグラフ誌『写真週報』で一般的にその目的は国内
向けの国策宣伝とされている。番組の内容は、日米開戦
前の国民心理の変容を最新の文献研究を紐解きながら
紹介するもので、支那事変以降の市民生活の苦境が進
展するにつれ開戦の心配をしていた国民の心境が開戦
肯定へと揺れ動いていく様を描いている。
４．今後の課題

J：COM、NHK 共に保存センターの活動を周知する
うえでは大きな役割を果たした。特にＮＨＫスペシャ
ルは多くの国民に親しまれている番組で今後も更なる
続編の放送が期待される。

しかしながら、ＮＨＫスペシャルの文脈では日米開
戦を肯定するに至る情報操作の戦時資料として使用さ
れた感も否めない。確かに『写真週報』はその出所から
も国策プロパガンダ誌であったことは明らかである。
しかし、その撮影に従事した写真家らが、必ずしも同じ
気持ちで撮影をしていたという確証はない。マグナム
創設の理由である「写真家の権利と自由」を JPS とし
て担保するためには、過去の写真がどのように理解さ
れるべきかを調査によって明らかにする必要がある。
そのためにも原板の利活用と並行して保存センターに
おける調査活動を深耕させることが必要となった。
� （記／写真保存センター委員・寺師太郎）

寺などの奈良六大寺、大和古寺群を撮影した渡辺
義雄、入江泰吉、坂本万七、小川光三ら 17 人の写真
家が撮影した写真原板約三千六百点を岩波書店か
ら収集して保存している。これらはわが国にとっ
てかけがえのない貴重な文化財の写真群である。

原爆被災を捉えた松重の「ヒロシマ」と山端の
「ナガサキ」の写真は、世界で初めて戦争で使われ
た原子爆弾による被爆記録であり、国はもとより
世界の記憶遺産として末永く保存される必要が求
められる。� （記／松本徳彦）

※原爆写真の関連資料「歴史の証言―いま原爆写
真は！」（会報 64号：1983 年 9月発行）、「知っています
か…ヒロシマ・ナガサキの原子爆弾―被爆から70年―」 写真展図録（2015年8月4日〜30日、JCIIフォトサロン）

撮影者・浅野 隆、撮影年月日・
1964 年（推定）、撮影場所・神奈川
県横浜市中区 横浜市庁舎

撮影者・写真協会、撮影年月日・
1940 年12月16日、撮影場所・東
京都東京市下谷区三ノ輪

⑤ 午後 4 時過ぎ。爆心地から南東約
2.3キロの広島地方専売局前、被災者
に「罹災証明書」を書く宇品署の警察
官。『LIFE』誌に1頁大で掲載される。

④ 午後 2 時ごろ、爆風で吹き飛んだ窓枠。
外の倒壊した建物は西消防署皆実出張所。
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2021 年第 16回「名取洋之助写真賞」決まる

公益社団法人日本写真家協会は、新進写真家の発掘と活動を奨励するた
めに、主としてドキュメンタリー分野で活躍している 36 歳までの写真家
を対象とした「名取洋之助写真賞」の第 16 回選考会を、過日、山田健太 ( 専
修大学教授 )、清水哲朗（写真家 ･JPS 会員）、野町和嘉（写真家・JPS 会長）
の３氏によって行いました。今回は、2020 年にコロナウイルス感染拡大の
ため募集を取り止めた事により、2 年ぶりの選考会となりました。通常、応
募規定の年齢制限は 35 歳までですが、今回は昨年を考慮して 36 歳までと
しました。応募はプロ写真家から高校在学中の学生までの 26 名 26 作品。
男性 15 人､女性 11 人。カラー 15 作品､モノクロ８作品、モノクロ・カラー
混合３作品。１組 30 点の組写真を厳正に選考し、最終協議の結果「名取洋
之助写真賞」に川嶋久人「失われたウイグル」と「名取洋之助写真賞奨励賞」
に喜屋武真之介「母と、子」の受賞が決まりました。

○最終選考候補者
・喜屋武 真之介「母と、子」	 ・川嶋　久人「失われたウイグル」
・鈴木　竣也「Ðổi đời ドイドイ - 未来を変える為に -」	 ・齊藤　小弥太「サンディマンディラム - 終の家 -」　

■■
■■ 2021 年　第 16 回「名取洋之助写真賞」受賞

川嶋　久人（かわしま・ひさと）1986 年　千葉県生まれ。35 歳。
2016 年 3 月　日本写真芸術専門学校卒業。
IT 業界紙のカメラマン、写真事務所でのアシスタントを経てフリー。
取材費を稼ぐためアルバイトをしながら、写真や文章をマスメディアで発表する。 埼玉県在住。

受賞作品　「失われたウイグル」（カラー 30 点）
作品‌�について　かつての街は、そこにはなかった。１年ぶりに中国の新疆ウイグル自治区を訪れた。国旗、警

察官、検問所、監視カメラの数が劇的に増えていて、いまではもう完全に自由がない。イスラーム寺院（モ
スク）は完全に警察の管理下に置かれ、強制収容所も建設された。中国政府は 2017 年春ごろから、テロ対
策と称して、イスラームを信仰するトルコ系少数民族のウイグル人に対する弾圧を推し進めた。中国と
欧州をつなぐ広域経済圏「一帯一路」戦略を迅速に進めるためには、民族問題のくすぶる新疆は「安定」さ
せなければいけないのである。2017 年ウイグルをテーマにした写真展を行った際「ウイグルを取り巻く
環境がいくら厳しくなろうとも、彼らの日々の暮らしにおける文化、伝統はそう簡単に失われるもので
はない」と書いたが、そうではなかった。現在彼らの宗教的権利、文化的権利、そして人権は中国政府によ
って急速に奪われている。

名取洋之助写真賞を受賞することができ大変光栄に思います。新疆は安易に写真家と名乗ることはできない
政治的状況にありますが、それでもカメラを首にさげた私を受け入れてくれたウイグルの方々に感謝していま
す。ここ数年ウイグルの状況は悪化の一途を辿っていて、さらにコロナ禍も加わり現地の情報が全く伝わってき
ません。この受賞を機にウイグルは終わりではなく引き続き撮影をしていかなければいけないと思っています。

受賞者の
ことば

■■
■■ 2021 年　第 16 回「名取洋之助写真賞奨励賞」受賞

喜屋武 真之介（きゃん・しんのすけ）1985 年  沖縄県生まれ。36 歳。
2009 年  京都大学文学部中退、毎日新聞社入社。2014 年から写真部に所属し、仙台駐在などに赴任。
2021 年からは沖縄駐在。2018 年  東京写真記者協会  奨励賞。

受賞作品　「母と、子」（モノクロ 30 点）

作品�‌について　「児童虐待」という言葉が定着して久しい。児童虐待の事件が報道されるのは、ごく一部。事件化せず
に苦しみの渦中で生きる子どもたちの姿を知る機会は少ない。この作品で撮影した女性はシングルマザーだった
母親に幼い頃から虐待されて育った。精神的に不安定な母親が自死。女性は児童自立支援施設に入ったが、中学卒
業後は施設を出て、知人宅を転々としながら、荒れた生活を送る。そんな中で身ごもった女性は、周りの反対を押し
切り、21 歳で長男を出産した。そして「虐待の連鎖」を繰り返し始めた。「子どもを愛したい。でも愛し方がわからな
い」。母と重なる自身の行為に後悔を繰り返しながら、手探りで子どもと向き合う日々を、妊娠中から長男が５歳に
なるまでの約５年半をまとめた作品。寄り添い、傷つきながら生きる母子の姿を通じ、児童虐待の残す心の傷の深
さと解決の難しさを伝えたい。

５年以上かけて母子を撮りながら、友人として微力ながらサポートを続けてきました。「親」になろうと暗中模索す
る彼女に心打たれる一方、時に苛烈に子どもに接する姿に児童虐待が残す影響の根深さと、日本の支援制度の心許な
さ、そして私自身の無力さを何度も感じてきました。この作品が、児童虐待の加害者も被害者も生み出さない社会に近
づく小さな助けになることを願っています。素晴らしい賞を頂きありがとうございました。

受賞者の
ことば

選考風景　写真左から清水哲朗、野町和嘉、山田健太の各氏



29
JAPAN PROFESSIONAL PHOTOGRAPHERS SOCIETY 177

Award

2021 年　第 16 回「名取洋之助写真賞」総評

ウイグル自治区において 100 万人近い
ウイグル人が強制収容所に入れられ、洗脳
や心理的拷問が行われているとして、今年
（2021年）になって、欧米を中心に痛烈な中
国非難が叫ばれるようになった。
川嶋久人さんは、そのウイグル自治区に
2010 年以来毎年のように通い、人々の暮
らしの周辺に徐々に迫ってくる弾圧の片
鱗やその気配を丹念に撮影してきた。ほぼ時系列に沿って組まれ
た 30 点で構成されたストーリーの後半部分は、“ウイグル問題”
に集中した写真が大半であるが、早い時代の作品では、ウイグル
の伝統的で伸びやかな暮らしぶりと向き合っており、本来は民族
文化への深い共感から始めた取材であったことがうかがえる。華
やいだ民族文化で盛り上がっていたバザールや祈りの空間が、数
年後には監視の目が光る息苦しい空間に成り果ててしまってい
ることなど、年月をかけて見つめたことで、写真の持つ記録性が
遺憾なく発揮された優れたドキュメンタリーとなっている。
名取洋之助写真賞奨励賞作品、喜屋武真之介さんの「母と、子」

は、正直言ってやや恐怖を感じさせるストーリーである。世代を
跨いだ児童虐待連鎖の中で苦悶する母と子を、5年半にもわたっ
て見つめてきたその執念には頭の下がる思いだ。ただプリント仕
上げに配慮が足りず、写真のディテールにしっかりこだわってい
れば､ より深い人間性があぶり出せたのではないかと惜しまれて
ならない。

２年分の応募点数ということで一昨年
を大きく上回るのか、移動を厳しく制限
される中で逆に減ってしまうのか心配を
していたが、おおよそ例年並みの応募数
と聞き安堵した。ただし、このコロナ禍を
どう切り取るのかとの期待については、
正面から扱ったのは１作品のみで、むし
ろ来年以降に持ち越しの課題といえよう。
そのなかで、この２年間の巣篭もり生活によって、より深刻化
しているとされる家庭内の課題を母子の日常を通じてストレー
トに訴えたのが奨励賞の作品だ。加えて撮影地の沖縄は子ども
の貧困でも全国最悪レベルといわれる中、いま伝えるべきこと
を、いま伝えるというジャーナリズムの原点を感じさせた。
名取賞の作品も長期の継続取材によって、ウイグルの監視社
会化を見事に捉えたもので、全員一致の受賞だった。一言でいえ
ば完成度の高さといえようが、テーマの明確性、生活そして個々
人の人権へと国家が介入するという抽象的な課題を具体化する
表現力、さらには組み写真の利点をうまく生かした見る者に対
する説得力をみせた。
国内外の取材が大きく制限を受けるなか、応募作にはアフガ
ニスタン、インドほか海外取材の成果が数多くみられ、その若い
エネルギーを大変頼もしく思ったが、是非ともコロナとうまく
折り合いをつけながら、今後も積極的に「現場」に足を運んでも
らいたいとの強い思いをこの作品に込めて、一票を投じた。

昨年度が募集中止となり 2年ぶりの選
考。世界的にコロナ禍におかれている現
在、国内の現況を捉えた作品が多く出て
くるかと予想していましたが、結果的に
は数える程度。傾向としては世界の報道
写真の潮流を意識したアート表現寄りの
スタイリッシュ作品もありましたが、表
層的で踏み込みが甘く、写真的には美し
いけれどその環境に置かれる人々の背景が見えてこない感情に
響いてこないもどかしさを感じました。また人物の顔を連続的
に並べる場つなぎ、数合わせ的な構成が目立ったのは 30 枚組応

野町　和嘉（写真家・公益社団法人日本写真家協会会長）

山田　健太（専修大学教授）

清水　哲朗（写真家・公益社団法人日本写真家協会 会員）

「名取洋之助写真賞」について
公益社団法人日本写真家協会 (JPS) は、社会に貢献する事業として「JPS 展」や「日本写真家協会賞」の表彰並びに顕彰を

行っています。2005 年からは「名取洋之助写真賞」を創設しました。
名取氏は、1950 年の協会設立初期から写真企画展への助言。更に、写真著作権の重要性を進言されるなど、さまざまな面

で協力を頂いています。没後、名取洋之助が関わった日本工房、サンニュース、岩波写真文庫の創設に関してわが国のフォト
ジャーナリズムの発展に大きく貢献されたことを顕彰し、主として若いフォトジャーナリストの育成に役立つことを望み、 
この写真賞を創設しました。
●名取洋之助（1910〜 62年）　ドイツに留学していた名取洋之助は 23 歳の若さで、1930 年代ヨーロッパで勃興してい
た フォト・ルポルタージュをわが国に導入し、木村伊兵衛らと 33 年「日本工房」を興す。その後、土門 拳、藤本四八、亀倉雄
策らと『NIPPON』を創刊し、フォト・ジャーナリズムを確立する。戦後は 47 年に『週刊サン・ニュース』を創刊。50 年に『岩
波写真文庫』を創るなど、写真家であると同時にすぐれた企画・編集者でもあった。

募の厳しさとドキュメンタリーを伝えるメディアや指導者不足
を危惧しました。
名取賞受賞の川嶋久人さん「失われたウイグル」は現地へ何度

も足を運び、時間をかけた取材と構成力、美しいプリントで激変
した日常を丁寧に描いています。穏やかだった日々から静かに
転調、自身もいつ拘束されるかわからない中で取材した 2018 年
の作品から伝わってくる「恐怖・不自由・無力感」は胸に迫って
きました。前回も最終選考候補に残った実力者だけにイメージ
被りのない 30 枚組は内容、構成に抜群の安定感がありました。
奨励賞の喜屋武真之介さん「母と、子」は繰り返される児童虐待、
自傷行為、貧困に苦悩する親子を長期的に追った深みのあるス
トーリー。プリントを丁寧に仕上げ、細部まで階調を見せていた
ら、さらなる高評価をした可能性もありました。
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■■
■■ 2021年第16回名取洋之助写真賞

川嶋 久人「失われたウイグル」（カラー 30点）

喜屋武 真之介「母と、子」（モノクローム30点）

■■
■■ 2021年第16回名取洋之助写真賞　奨励賞
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第 47 回「日本写真家協会賞」贈呈式　
　　　受賞者：株式会社日本写真企画
第 16 回「名取洋之助写真賞」授賞式
　　　受賞者：川嶋久人「失われたウイグル」
　　　　　　　喜屋武真之介（奨励賞）「母と、子」
第 4 回  「笹本恒子写真賞」授賞式
　　　受賞者：渋谷敦志 　　　
名誉会員顕彰式
　　　名誉会長：田沼武能　　　
　　　名誉会員：松本徳彦、水越　武　　　
� 2021 年 12月 8日（水）JCII ビル 6階会議室

新型コロナウイルス感染症の影響で、年末恒例の会
員相互祝賀会は今年度も中止となり、出席人数を制限
したなかで贈呈式・授賞式・顕彰式を JCII ビル 6 階
の会議室で開催した。各受賞者はじめ、理事役員、外
部理事、各委員会委員長・副委員長、賛助会員など
71 名の出席者で行った。
定刻 14 時に山口規子常務理事による司会進行で始
まり、初めに野町会長から「二年弱の間、人が動けな
い、集まれない状況で社会が機能しない事態に遭遇
し、まさに映画『未知との遭遇』状況で写真界も大き
な影響を受けました。創立 70 周年の準備を進め、式
典、写真展は何とか開催できましたが、緊急事態宣言
で一般のギャラリーでは打撃を受ける状況となりまし
た。カメラ誌では休刊が相次ぎましたが、今回の協会
賞受賞の日本写真企画ではそれは無いとの事です。名
取賞、笹本賞の受賞者はドキュメンタリーを歩んでい
る 3人となりますが、こちらも厳しい現状におかれて
おります。笹本賞受賞の渋谷さんとは 19 年前に酒の
席で、厳しい困難な状況で撮り続けることは修行僧の
ようなものだとお聴きしました。今後の活躍に期待い
たします」と挨拶があった。

「日本写真家協会賞」贈呈式
2021 年度の第 47 回「日本写真家協会賞」は、株式
会社日本写真企画に贈呈した。本賞は「写真技術に関

する発見、発明、開発において顕著な功績、あるいは
貢献、寄与が認められる個人または団体に対して贈ら
れる賞。贈呈理由は、「昭和48年11月の会社設立以来、
写真愛好家を啓発する記事を主体とした月刊誌『フォ
トコン』や季刊誌『写真ライフ』を発行し、プロ写真
家の作品と共に、各地で活躍するハイアマチュアの作
品を積極的に掲載し高い信頼を得てきた。加えて撮影
解説書や良質な写真集を数多く手がけるなど写真界の
発展推進に大きく貢献された。その功績に対して」で
ある。
ご出席いただいた株式会社日本写真企画代表取締役

社長の片村昇一氏に、野町会長より表彰状と盾を贈呈

日本写真家協会賞・株式会社日本写真企画の
片村昇一氏へ野町会長から表彰状が贈られた

名取洋之助写真賞・川嶋久人氏へ
野町会長から表彰状が贈られた

野町和嘉会長の開会挨拶 受賞の挨拶を述べる
片村昇一氏

「日本写真家協会賞」贈呈式の記念写真
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Convention

した。続いて片村氏より「長年の功績を評価されたと
いう事で、現在のスタッフはもとより 49 年間業務に
携わった全ての社員とともに協会賞を受け取らせてい
ただきます。『フォトコン』に至っては現在一番古い
写真雑誌となり、皆様から大変多くの支えがあった事
を感謝申し上げます。出版業界も不振な一年でありま
した。切磋琢磨してきた同業者が消えていくのは悲し
い思いでした。読者からは温かい励ましの言葉も頂戴
しました。この二年間は失ったものもありましたが、
気づきの多い期間でもあり、写真愛好家の必要とされ
るものを作ることが重要だと思いました。創業以来ぶ
れていないこの考えで、これからも読者に寄り添った
本を出し続けることで写真界に貢献いたします」と受
賞の挨拶を述べられ、最後に壇上で記念写真撮影を行
った。

「名取洋之助写真賞」授賞式
続いて、名取洋之助写真賞の授賞式を行った。新進
写真家の発掘と活動を奨励するための賞であるが、今
回はコロナ禍での昨年の募集中止を考慮し 36 歳まで
として募集を行った。選考は専修大学教授の山田健太
氏、第 1回名取賞受賞者の清水哲朗会員、野町和嘉会
長の 3氏で行い、名取洋之助写真賞は川嶋久人氏「失
われたウイグル」、同奨励賞は喜屋武真之介「母と、子」
に決定した。
授賞式では、野町会長より川嶋氏へ表彰状と賞金、
受賞作品写真集を授与した。続いて髙村副会長より喜
屋武氏へ表彰状と賞金を授与した。選考委員を代表し
て山田氏は「川嶋さんはこの賞を切望されていたとい
う事で嬉しく思っております。喜屋武さんは日本で進
行している問題に鋭く迫った写真で奨励賞を受賞しま
した。お二人ともおめでとうございます。選考全体の
講評ですが、コロナ禍で内向きの時代にあっても相当
数の海外取材の応募があり嬉しく思いました。とりわ
け川嶋さんの作品は全員一致で非常に完成度の高い評
価でありました。これを足場にさらにチャレンジをし
ていただきたいと思います。写真をめぐる環境は決し
て楽観はできず、ドキュメンタリーフォトにおいて
は、より活躍の場が厳しい状況でありますが、今回の
受賞は宿命でありチャンスでもあります。ぜひ今後も
目指す道を力強く歩んでいただきたいと思います。全
体の講評としては、時代性、社会性、論理性、物語性

を重視してジャーナリストフォトの意味合いでみまし
たが、今というテーマ性、過去の歴史における現在の
写真位置づけが曖昧であるなど、辛口になりますが他
の作品には不満が残りました。コロナ禍において内向
きになっている中、若い皆様方には外に目を向けて新
しい世界に一歩を踏み出していただけるよう期待をし
ております。またコロナ禍の作品が 1点のみでしたの
で、内面まで踏み込んだ時代の変わり目を写し取った
作品を来年以降期待しています」と講評を述べた。
受賞者の川嶋氏からは「テーマの新疆ウイグル自治

区は 2009 年から撮っています。政治的にも状況は緩
く自由があったのですが少しは問題があり、様々に
人々と接する事を重ねることで、次第に受け入れられ
撮らせていただける状況になりました。2018 年前後
から状況が一変し、知人であった方々でさえ、よそよ
そしい対応になってしまいました。2019 年を最後に
海外メディアの規制は厳しくなり、さらにコロナ禍で
行けていません。コロナ終息後には政治的に叶うかわ
かりませんが、人々のその後の状況を取材し、皆様へ
伝えたいと思っています」と述べた。続いて奨励賞の
喜屋武氏からは「母と子を 5年半撮り続けた作品で、
生まれてきたくなかったと発する 5歳の子どもと、子
どもを苦しめる母親の姿を追ったものです。自身も母
親から受けたいわば児童虐待の連鎖になります。加害
者だけが悪いのではなく、公的な支援や介入だけで解
決できるものでもなく、隣近所の家族や人々が思いを
寄せて、少しずつ減っていくものだと思います。この
作品を見ていただき多くの方に知っていただく事で一

「名取洋之助写真賞」授賞式の記念写真

名取洋之助写真賞奨励賞・喜屋武真之
介氏へ髙村副会長から表彰状が贈られた

選考委員の山田健太氏による講評川嶋久人氏による受賞挨拶 喜屋武真之介氏による受賞
挨拶
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助になればと思います」と述べた。最後に記念写真撮
影を行い、名取賞授賞式を終えた。

「笹本恒子写真賞」授賞式
笹本恒子写真賞は、わが国初の女性報道写真家とし
て活躍された笹本恒子名誉会員の多年にわたる業績を
記念して、実績ある写真家の活動を支援する目的で
2016（平成 28）年に創設。今年の選考委員は野町和
嘉（JPS 会長）、前川貴行（写真家）、佐伯剛（編集者）
によって行われ、第 4回「笹本恒子写真賞」は渋谷敦
志氏に贈った。受賞理由は「ジャーナリズムをベース
としたグローバルな視点と、民族紛争、飢餓、難民、
環境破壊といった不条理に晒され、生存を脅かされて
いる、弱者に寄り添った、長年にわたる真摯でアクテ
ィブな取材活動とそれから生まれた作品に対して」。
授賞式では、野町会長から渋谷氏へ表彰状と賞金を
授与した。選考委員を代表して佐伯氏は「渋谷さんの
作品を見たときにスケールの大きさに驚きました。
二、三十年くらいの期間で世界の紛争、難民、飢餓な
どがすべて入っている問題を一人の人間が撮っている
ことに驚きました。現代における黙示録を、写真で表
現しようとしているスケールの大きさを感じました。
それだけの場所に個人で乗り込んで行くバイタリティ
は素晴らしい。セバスチャン・サルガドとは違い、同
じ地球に生きている人間が人間をみる優しいまなざし
を感じました。1993 年に高校を卒業してから 27 年間
同じテーマで撮っており、カメラを持っていない時も
含めて各場所で時間をかけて距離を詰めて、この優し
いまなざしの作品が生まれてきているのだと思いま
す」と講評を述べた。
続いて受賞者の渋谷氏から「二十七、八年写真を撮
り続けていますが、これまで写真を撮らせていただい
た方々、写真を見て頂いた方々、カメラメーカーや写
真展、出版制作に携わってくださった方々に感謝申し
上げます。ここ数年は精神的に写真がしんどく、写真
をやめる理由を探していた時期がありましたが、メー
カーギャラリーから大きな写真展の話をいただき、終
わるまでは歯を食いしばって頑張ってきました。その
状況のさなかにコロナ禍になりました。世界中が自由
を奪われた状況でしたが、写真を撮りたい思いが湧い
てきました。撮れなかった時間が、深く考える時間を
自分に与えてくれました。ワクチン接種後、8月はア

ルメニアへ、9月はバングラデシュへ、先々週までは
ウズベキスタンにいました。残りの時間は隔離となり
ましたが、何とか旅の感覚を取り戻すことが出来まし
た。バングラデシュでコロナに感染し、ホテル隔離中
に笹本賞受賞の知らせを受けとりました。最近は取材
に行くたびにトラブルがあるなかで、受賞の知らせに
励まされました。フォトジャーナリズムは逆風です
が、カメラを持って人に出会って、撮り続けることを
一年でも多く続けて行きたいと思います」と受賞の挨
拶を述べた。最後に受賞者と選考委員で記念写真を撮
影し終了した。

「名誉会員」顕彰式
続いて名誉会員顕彰式を行い、2021 年度総会で田

沼武能氏（名誉会員・名誉会長）、松本徳彦氏（名誉
会員）、水越武氏（名誉会員）の 3名が推挙された。
水越氏は都合により欠席され、壇上では田沼と松本両
氏へ、名誉会員証と名誉会員バッチの記念品が野町会
長より贈られた。田沼名誉会員は「JPS は 70 年が経
ち、現在のような形の協会になりました。最近の写真
界は少々風向きが良くなくなってきているとはいえ、
嘆いてばかりでは仕方がありません。逆転をうまく利
用し写真を新しい形で発展させて行かなければなりま
せん。知恵を出し合って作っていきましょう」と述べ
られた。続いて松本名誉会員は「私が協会に入って約
六十年になります。その間、様々な協会活動をお手伝
いすることが出来ました。写真家がどうしたら大きな
力を発揮できるかを考えておりました。一人ではなく

「笹本恒子写真賞」授賞式の記念写真

笹本恒子写真賞・渋谷敦志氏へ野町
会長から表彰状が贈られた

「名取洋之助写真賞」授賞式の会場風景 選考委員の佐伯剛氏による講評受賞の挨拶を述べる渋谷敦志氏



35
JAPAN PROFESSIONAL PHOTOGRAPHERS SOCIETY 177

集まればいい知恵が出てよい仕事ができるであろうと
思います。写真の歴史を編纂や展覧会を行い、日本の
写真界とは何なのかを伝えることが仕事だと思い、写
真美術館や写真保存センターの設立、運営へとまい進
してきました。個々の写真家の利益にはならないかも
しれませんが、日本の写真文化の歴史を構築する上で
は意義あるものだと思います」と挨拶された。
最後に名誉会員バッチを胸につけ、記念写真撮影を
行い終了した。
（記／出版広報委員・小野吉彦、撮影／桃井一至）

し、協会賞の表彰式も縮小して行う事が出来ました。
新入会員説明会の開催や、延期であった 2020 年分の
JPS 展を 2021 年と併せて短期間で開催することが出
来ました。新入会員展は入場人数制限で開催し、フ
ォトフォーラムはリモート配信で開催しました」と
事業報告があった。

続いて島田専務理事より各会員理事、出席の外部
理事、各委員会の委員長と副委員長の紹介があった。

その後、賛助会員の皆様より自己紹介と近況報告、
新製品の紹介などを、壇上でマスクを外してお話し
をいただいた。コロナ禍での好調製品、新製品やそ
の調達状況などの説明があった。

最後に髙村副会長から閉会挨拶があり散会した。
（記／出版広報委員・小野吉彦、撮影／桃井一至）

贈呈式・授賞式・顕彰式のあと休憩をはさみ、賛
助会員との懇談会を行った。コロナ禍前では例年 9
月に開催していたが、今回は式のあとに開催した。

島田専務理事の司会で進行し、はじめに野町会長
から「賛助会員の皆様もコロナの影響があるとお聞
きしておりますが、最近は売り上げも戻ってきてい
ると伺っております。オミクロン株は神風だと思っ
ております。インフルエンザの様におとなしく世界
中に行きわたれば平常に戻るのではないかと期待し
ております」と挨拶した。

続いて髙村副会長より「2 年ぶりの懇談会で皆様
にお会いでき少し安心しております。2020 年はほと
んどの事業が中止になりました。2021 年も影響があ
りましたが、2 月後半から少しずつ動いてまいり、
創立 70 周年記念写真展を東京都写真美術館で開催

2021 年度　JPS 役員と賛助会員との懇談会
� 2021 年 12月 8日（水）JCII ビル 6階会議室

名誉会員に推挙された田沼武能氏（右）と松本徳彦氏（左）の
記念写真

田沼武能氏へ野町会長から名誉会員証
が贈られた

松本徳彦氏へ野町会長から名誉会員証
が贈られた

松本徳彦名誉会員による挨拶田沼武能名誉会長による挨拶

野町会長による賛助会員懇談会の開催挨拶 髙村副会長による 2021 年度の事業報告 出席の賛助会社皆様による近況報告
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第４回笹本恒子写真賞の受賞を記念した、公益社団
法人日本写真家協会主催・渋谷敦志写真展「今日とい
う日を摘み取れ」を 2021 年 12 月 16 日（木）から 22
日（水）まで、アイデムフォトギャラリー「シリウス」
（東京都新宿区）にて開催した。
笹本恒子写真賞は、わが国初の女性報道写真家とし
て活躍された笹本恒子（1914 年生）名誉会員の多年
にわたる業績を記念して、実績ある写真家の活動を支
援する「笹本恒子写真賞」を日本写真家協会が 2016
年に創設。第４回は、野町和嘉 (JPS 会長 )、前川貴行
( 写真家 )、佐伯剛 ( 編集者 ) で選考した。
渋谷氏は、日本の写真界にあって、もっとも精力的
に活動を続けているフォトジャーナリストであり、
人々の中に希望の光を探り当てようと活動を続けてい
る稀有な存在である。今回の受賞は、「ジャーナリズ
ムをベースとしたグローバルな視点と、民族紛争、飢
餓、難民、環境破壊といった不条理に晒され、生存を
脅かされている、弱者に寄り添った、長年にわたる真
摯でアクティブな取材活動とそれらから生まれた作品
に対して」というもので、賞の理念と渋谷氏の活動に
合致したものとなった。
「作品のテーマは『境界線』です。とはいってもそ
れは目に見える境界線ということではなく、人間と人
間の間にある心の壁であったり、社会の中に潜んでい
る差別や、偏見。目には見えないけれども、厳然と存
在している境界線ということです。それは、社会が作
り出したものではなく、私たちの心の中に在るものが、
社会に反映されたものであるのかもしれない。現実に
存在している壁、フェンス。そのような分断を乗り越
えてゆくにはどうしたら良いのか？人と人とが生かし
合う関係はどのようなものか？それがテーマです」と、
渋谷氏は、撮影の基本を語ってくれた。会場に掲げら
れたルポルタージュの色濃い作品群は、見る者にさま

ざまなメッセージを投
げかけてくる。
「紛争、難民、少数
民族。そのような場所
で置きざりにされてい
る人がいます。それは
個別に発生しているも
のではなく、その根源
はみな同じなのかもし
れない。世界で起こっ
ている様々な事象を捉
え、自分の心の中でも
う一度編み直す。私の
取材はそのような気持
ちで続けられていま
す」と渋谷氏。
しかし、取材活動は

時を経ることに厳しい
ものになっているとい
う。「世界中で、監視
の目が厳しくなってい
る印象があります。私
が人々に向けているレ
ンズと同じメーカーの
レンズが、どこからか私を見張っている。現代という
時代は、どこかに行って、勇気を出して写真を撮れば
良いという時代ではなくなっているように感じます。
国からの許可が下りない、拘束される可能性もある。
状況は日に日に難しくなっているように感じます。も
ちろん、取材はこれからも続けられたら良いなと思っ
ています」。そんな渋谷氏の言葉は、穏やかでも力強
いもののように感じられた。
� （記・撮影／出版広報委員・池口英司）

展覧会は新宿区の「シリウス」で７日間にわたり開催受賞記念展の案内状 DM

第４回「笹本恒子写真賞」受賞者・渋谷敦志
	 2021年 12月 16日（木）～22日（水）

受賞記念展「今日という日を摘み取れ」	 アイデムフォトギャラリー「シリウス」

略 歴：1975年大阪府生まれ。1996年、
大学を休学して一年間ブラジル・サ
ンパウロの法律事務所で働く。卒業
後、野宿者の実状を取材したルポで
国境なき医師団日本主催 1999 年
MSFフォトジャーナリスト賞を受
賞。それをきっかけにアフリカやア
ジアでの取材を始める。現在は世界
中の紛争や貧困、難民の問題を写真
と言葉で伝えている。JPS 展金賞、
視点賞など受賞。著書・写真集に『今
日という日を摘み取れ』『まなざしが
出会う場所へ―越境する写真家とし
て生きる』『回帰するブラジル』『希望
のダンス―エイズで親をなくしたウ
ガンダの子どもたち』など。

展示作品をバックに渋谷敦志氏
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Exhibition

公益社団法人日本写真家協会 2021 年第 16 回「名取
洋之助写真賞」（28 ～ 31 ページ参照）の受賞者 2名に
よる受賞作品写真展を、富士フイルムフォトサロン（東
京 /大阪）で開催した。写
真展を機に受賞者のお二
人に、取材を始めた経緯
や写真展の感想などを伺
った。
名取賞受賞の川嶋久人
氏の作品「失われたウイ
グル」の取材は、2009 年
の「ウルムチ事件」（ウイ
グル人と武装警官、漢人
の衝突）に関心を持ち、ウ
イグルを訪ねたのが始まりだという。「しかし初めはシ
ルクロードの民ウイグル人の伝統的民族文化に魅せら
れました。丁重にもてなしてくれたのも心に沁みたの
です。それ以来 15 回ほどウイグルを訪ねましたが、警
察に通報される危険があったので、私がフォトジャー
ナリストだと悟られないように注意しました」
2017 年の春ごろから、中国政府による弾圧がさらに
激しくなったという。「ウイグル人の宗教や文化的権
利、人権が急速に奪われたのです。2018 年の 1 月に、
一年ぶりに訪れたときは、状況の深刻さを肌で感じま
した。外国と接点を持つと強制収容所に入れられる可
能性があるため、知人と会うのも憚られました」

「日本の人たちにもウ
イグル人の置かれた政治
的状況をこの写真展でさ
らに知ってほしいと思い
ます」と写真展のねらい
を語ってくれた。「今後は
イスラーム社会の混乱の
根っこにあるパレスチナ
問題と北朝鮮を取材した
い。世界中で差別や偏見、
憎悪が蔓延しています
が、その温床となってい
る人の心の中にある壁を
写真で少しでも低くした
いと思っています」
写真学生へのアドバイ

スを伺うと、「本を読んで
ほしい。技術だけではド

キュメンタリー写真は撮れません。『哲学』や『思想』が
必要になります。それを内面化するには日々の読書し
かありません」と明快な返事が返ってきた。
名取賞奨励賞の喜屋武

真之介氏の作品「母と、
子」に登場するユミさん
（仮名）と喜屋武氏の出会
いは、当時 17 歳の彼女を
写真記者として取材した
のが始まりだ。彼女は幼
少から母親の虐待を受け
て育ち、14 歳で児童自
立支援施設を出た後も、
荒れた日々を送ってい
た。取材の後も彼女の悩みごとの相談相手になるなど
交流を続けた喜屋武氏。「ユミさんが 20 歳のときに妊
娠し、その時も相談を受けました。子どもが 5歳になる
まで取材したのですが、彼女の世界観、価値観を頭ごな
しに否定するのではなく、彼女の目線に立って寄り添
うことを心掛けました」。取材の難しさが言葉の端々か
ら伝わってきた。
「写真展は初めての経験です。次に繋がるヒントや気
付きがあり写真展が出来て本当に良かった」。来場者の
反応も刺激になったという。「写真を見てシンパシーを
感じたのか涙ぐんでしまう女性もいて、写真が見る人
に深く刺さって行くのを感じました」。「児童虐待のニ
ュースを聞くと多くの人は、酷い、可哀そう、で終わっ
てしまう。この写真展でその裏にある、加害者の親も子
どもの頃は虐待の被害者であるとか、子どもを優しく
愛したいけどその方法が分からないなどの、複雑な事
情を知ってほしい」。喜屋武氏はこれからもユミさん親
子の取材を続けたいという。
川嶋氏と喜屋武氏の写真と言葉からは、フォトジャ

ーナリストの精神が伝わってきた。
（記・撮影／出版広報委員・飯塚明夫）

受賞作品を見る来場者（富士フイルムフォトサロン東京）

第 16 回「名取洋之助写真賞」受賞作品 写真展
名取洋之助写真賞・川嶋久人　「失われたウイグル」　
名取洋之助写真賞奨励賞・喜屋武真之介　「母と、子」
【東京展】2022年１月21日 ( 金 ) ～ 27日 ( 木 )　　富士フイルムフォトサロン東京　
【大阪展】2022年２月４日 (金 ) ～ 10日 ( 木 )　　　富士フイルムフォトサロン大阪　

受賞作品展の案内状 DM

川嶋久人氏（撮影・今井孝弘） 喜屋武真之介氏
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▲賛助会員トピックス

OMデジタル
ソリューションズ

新ブランド「OM SYSTEM」発表
新製品「M.ZUIKO DIGITAL ED
 20mm F1.4 PRO」も発売

　OM デジタルソリューションズ株
式会社は、2021 年 10 月 27 日に新ブ
ランド「ＯＭ SYSTEM」を発表いた
しました。ブランド名の命名におい
ては、会社の設立時からこだわって
きたフィロソフィーである『OM ＝
常に困難なことに挑戦し、新しいも
のを生み出す姿勢』に基づき、唯一無
二の顧客体験を提供し続けていくと
いう強い決意が込められています。

　この発表に続いて、2021 年 12 月
10 日には新ブランド下で初の製品と
なる「M.ZUIKO DIGITAL ED 
20mm F1.4 PRO」を発売しました。
35mm 判換算で 40 mm 相当、小型軽
量で大口径、標準レンズに近い使い
やすい画角を持ち、絞り解放からピ
ント面での高解像とアウトフォーカ
スでの “ 美しくにじむボケ ” を両立
し、風景からポートレート、またスナ
ップ写真にも最適な PRO レンズで
す。公 開 さ れ て い る「M.ZUIKO 
DIGITAL」レンズのロードマップに
は、新たな望遠ズーム「M.ZUIKO 
DIGITAL ED 40 -150mm F4 .0 
PRO」の開発も発表されております。
このように今後も皆様のご期待に沿
える、魅力ある製品の開発に全社一
丸となり努めて参ります。

【問い合わせ先】
OM デジタルソリューションズ株式会社
オリンパスプロサロン　担当：鳥居
TEL：03-3466-2951 
(10：00 ～ 17：30 土・日・祝日定休 )
https://www.olympus-imaging.jp/

ニコン
Z マウント用 NIKKOR レンズ「NIKKOR 
Z 24-120mm f/4 S」「NIKKOR Z 100-
400mm f/4.5-5.6 VR S」「NIKKOR Z 
28-75mm f/2.8」を 2022 年 2 月に発売

　 ニ コ ン で は、Z マ ウ ン ト 用
NIKKOR レンズのさらなる充実を
すすめ、2022 年 2 月に 3 本のレンズ
を発売いたします。

●幅広い焦点距離を開放 F 値 4 一定
でカバーする標準ズームレンズ
　NIKKOR Z 24-120mm f/4 S　　
希望小売価格：154,000 円（税込）　
2022 年 2 月発売予定（写真下）

● 幅 広 い 焦 点 距 離 を カ バ ー す る
NIKKOR Z レンズ初の超望遠レンズ
　NIKKOR Z 100-400mm f/4.5-5.6 
VRS希望小売価格：385,000円（税込）
2022 年 2 月発売予定

●小型・軽量ボディーの開放 F2.8
標準ズームレンズ
　NIKKOR Z 28-75mm f/2.8　　
希望小売価格：140,800 円（税込）　
2022 年 2 月発売予定

　ニコンは、今後も新次元の光学性
能を追求し、ユーザーのニーズに応
えていきます。そして、映像表現の可
能性をさらに拡げることを目指し、
映像文化の発展に貢献します。

【問い合わせ先】
株式会社ニコンイメージングジャパン
ニコンカスタマーサポートセンター 
ナビダイヤル
TEL：0570-02-8000
https://www.nikon-image.com

シグマ
“プレミアムコンパクトプライム”I シリー
ズに 2 本のレンズが登場
隅々までクリアに映しとる描写力とコン
パクトネス広角 24mm F2（写真左）
あらゆる場面で楽しめる最高品質の常用
中望遠 90mm F2.8（写真右）

I シリーズは、ミラーレスシステム
に新たな価値を提案するフルサイズ対
応のレンズシリーズです。

24mm F2 DG DN | Contemporary
は、開放 F 値 2.0 の明るさと高い光学
性能を持つその特長をミラーレスシス
テムに適合するコンパクトなレンズボ
ディにまとめ上げています。

24mm の広々とした画角の中心から
周辺までクリアに描写する、高いレベ
ルの光学性能を実現。レンズの明るさ
も相まって星景・夜景撮影で実力を発
揮します。手軽に持ち歩けるサイズ感
ながら I シリーズが保証する高品質の
ボディが、レンズを所有し操作するそ
の体験自体をより心躍るものにします。
機材のサイズは最小にしつつ、画質に
も道具としての品位にも妥協したくな
い。そんな撮影者の期待に I シリーズ 
24mm F2 DG DN | Contemporary
が応えます。

90mm F2.8 DG DN | Contemporary
は、常用できるコンパクトなレンズだ
からこそ光学性能の高さを重視してい
ます。最新の光学技術を基盤に構成さ
れた SLD ガラス 5 枚を含むレンズ群
は、カメラ側では補正できない軸上色
収差を中心に抑制。高い解像感と色に
じみのないクリアな画質を実現してい
ます。同時に、ミラーレスシステムの
利点であるカメラ側の光学補正機能も
活用することで、光学系でしか対応で
きない収差の補正に集中することがで
き、描写性能の向上とレンズサイズの
小型軽量化を可能にしました。さらに、
高精度グラスモールド非球面レンズが
高い解像感とボケ味の美しさを両立。
色つきのない柔らかく大きなボケを活
かしたフルサイズならではの撮影を楽
しめます。最短撮影距離は 50cm、最
大撮影倍率 1:5 を達成し、主題を引き
立てるクローズアップ撮影が可能です。
AF 駆動系には静粛かつ高速なステッ
ピングモーターを採用し、静止画はも
ちろん、動画撮影にも適しています。
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24mm F2 DG DN | Contemporary
90mm F2.8 DG DN | Contemporary

共に希望小売価格：85,800 円（税込）

【問い合わせ先】
株式会社シグマ　
担当：カスタマーサポート部
プロサポート課　桑山輝明
TEL：044-989-7436
メール：spsinfo@sigma-photo.co.jp
https://www.sigma-global.com/jp/
special/i-series/

ライカ
“CHANGE TO LEICA” ライカ SL ト
レードインプロモーションのご案内 

　ライカカメラ社では 2022 年 3 月
31 日までの期間、他社製のフルサイ
ズデジタル一眼カメラ、または中判
ミラーレスカメラ（対象機種は HP
参照）から「ライカ SL2」「ライカ
SL2-S」への買い換えをサポートす
る「CHANGE TO LEICA プ ロ モ
ーション」を実施しています。本プ
ロモーションは、専用サイトから下
取りを希望するカメラを登録するこ
とで参加できます。登録完了後、購
入サポートが受けられる 14 モデル

（HP 掲載）のライカ SL システム用
クーポン券が登録のメールアドレス
宛に送信されます。購入対象製品の
新製品購入時、クーポン券 1 枚につ
き、定価（税別）の 10％相当分を購
入代金に充当できます。クーポン券
の使用に関しては、下取り希望のカ
メラと登録情報をご用意のうえ、ラ
イカストア、ライカブティックおよ
びライカ正規特約店にて下取り手続
きの方法をご確認ください。なお、
当プロモーションに参加していない
ライカ販売店もありますので、事前
の確認をお願いします。詳しくはラ
イカの HP、またはライカ製品販売
店にお問い合わせください。

【問い合わせ先】
ライカカメラジャパン株式会社
ライカカスタマーケア
TEL：0570-055-844
メール： info@leica-camera.co.jp
http://jp.leica-camera.com/

ケンコー・トキナー
トキナー「SZ 500mm F8 Reflex MF」
手のひらサイズ、マウント交換式で登
場！

　トキナーは、マニュアルフォーカ
スの反射望遠式レンズ「SZ 500mm 
F8 Reflex MF」 を 2022 年 2 月 25
日に発売。CP+2022にて展示します。
　トキナーの伝説的な超小型反射望
遠レンズが、デジタル時代に合わせ
て復活！
500mm を手のひらに載るサイズに
小型化した、トキナー「TM500」を
現 代 に 合 わ せ て 再 設 計。「SZ 
500mm F8 Reflex MF」の登場で
す。「SZ 500mm F8 Reflex MF」は、
ミラーを使用した反射光学系によ
り、500mm の超望遠ながら、驚く
ほどコンパクトなサイズと軽さを実
現したレンズ。T マウント交換式の
採用で、ニコン F 用・キヤノン EF 用・
ソニー E 用・フジ X 用・マイクロ
フォーサーズ用・ニコン Z 用のバリ
エーションを揃えました。
ミラーレンズならではの独特のリン
グボケが魅力です。さらに最短撮影
距離が 1.7m と短く、最大撮影倍率
も1:2.86倍のマクロ撮影も可能です。
野鳥撮影や航空機の撮影のような超
望遠を要求される撮影から、自然風
景の撮影まで、気軽に持ち運べる超
望遠レンズです。

　SZ 500mm F8 Reflex MF（マウ
ントは 6 バリエーション）
希望小売価格：64,800 円（税別）

【問い合わせ先】
株式会社ケンコー・トキナー
広報・宣伝課　田原栄一
TEL：03-6840-2970
メール：etahara@kenko-tokina.co.jp
https://www.kenko-tokina.co.jp/

グローバル
ソリューションサービス

グローバルソリューションサービス株
式会社（略称 GSS) は、2020 年 10 月1
日付をもってイストテクニカルサービ
ス株式会社を吸収合併し、「カメラとIT
機器のシナジー」を目指し、グローバル
ソリューションサービスの一部門として
カメラ修理・カメラメンテナンスなど
の技術サービスをご提供しております。

　国内の主要カメラメーカーの修理
認定により、カメラ修理はもちろん
の事、メーカー間の垣根を超えた修
理サービスをご提供しております。
　正規認定契約メーカーとして各社
の認定をもらっています。Canon、
N i k o n 、 O M  S Y S T E M 、
PENTAX、RICOH、Panasonic、
SIGMA、TAMRON、Profoto。
　また、グローバルソリューション
サービスは、国内・海外の IT 機器
メーカーの認定により、パソコンや
タブレット、スマートフォン、など
様々な機器を修理するマルチベンダ
ー修理を提供し、Apple 正規サービ
スプロバイダ、Microsoft パートナ
ーとして、お客様へ安心なサポート
をご提供しております。
　修理サービスで培った品質へのこ
だわりは、弊社事業の ICT サポート
からシステム開発、新電力サービス
の幅広い分野で適用し、お客様のご
要望にお応えします。

【問い合わせ先】
グローバルソリューションサービス
株式会社　サポートサービス事業部
イストテクニカルサービス　伊藤一博
TEL：03-5855-7577
メール：itoh@isuto.co.jp
https://www.gssltd.co.jp

�

（構成／出版広報委員・川上卓也）

「賛助会員トピックス」頁への
寄稿ご案内

賛助会員の皆様には、会報に「賛助
会員のページ」を設け、トピックスや
お知らせなどの記事を掲載していま
す。貴社のトピックスやお知らせな
どがございましたら、紙面の都合上
あまり多くの文字数はとれません
が、貴社のニュース並びにお知らせ
などをご寄稿下さいますようご案内
申し上げます。



40

◆ Z 9 の 4 つのコンセプト
　Z 9 のコンセプトとしてフラッグシップ機に恥じない
機能を最高のレベルで搭載しています。

① AF 性能の強化
②自然な見え方のファインダー
③内部メモリーに 2 時間超えの記録できる動画性
　能
④一眼レフの D シリーズ同等以上の堅牢性

　この 4 つの機能により
信頼性が高いフラッグシ
ップ機となりました。
　①高速 AF 演算が可能
になる EXPEED 7 の開
発により、AF を強化し
ました。CMOS からの高
速読み出しされたデータ
を高速演算を実現し、デ
ィープラーニング技術を生かした 9 種類の被写体自動
検出に加えて 3D- トラッキングによる粘り強い被写体追
尾性能が特徴です。それらを可能にしたのは Z マウント
システムの高速通信が貢献しています。
　②自然な見え方のファインダーは、従来の電子ビュー
ファインダーでは見られなかった瞬間を見ることの出来
る Real-Live Viewfinder を搭載。従来のブラックアウト
フリーと違い、シャッターを押している間も止まることな
くリアルな映像を表示させました。ファインダーの光学
性能も相まって滑らかな動きで見やすいファインダー映
像を提供できました。滑らかな映像は秒間 120 コマ撮影
できるフレームキャプチャ＋を実現しました。
　③動画性能も強化されて、内部メモリーに 2 時間を超
えて記録出来る実用的な 8KUHD/30p 動画に対応し、
4K UHD/120p のハイフレームレートでも 125 分までの
内部メディア記録に対応しています。動画の内部メディ
ア記録は、H.265（HEVC）、ProRes 422 HQ から選択

数々の新規機能を盛り込んだ意欲機数々の新規機能を盛り込んだ意欲機

Nikon Z 9 の進化Nikon Z 9 の進化

可能できます。
　④一眼レフ D シリーズ
同等以上の堅牢性におい
ては、現行のフラッグシッ
プ機 D6 同様にマグネシウ
ム合金ボディーの採用に
より防塵・防滴性能を強化
して信頼性を得てもらえる
ようにしました。背面液晶
も縦横 4 軸チルト式モニタ
ーを採用することにより、アングルの自由度を提供して
います。特に縦位置撮影時のローアングルやハイアング
ル時に要望の大きかった機能でありました。Z 9 ではバ
リアングル液晶ではなく縦横 4 軸チルト式を利用したの
は，耐久性を考えての採用となります。
　シャッターユニットを無くすことによりメカシャッタ
ーの耐久性を考える必要がなく、機械的に動作する部分
がなくなることによりシャッターユニットからの摩耗に
よるゴミも出ません。ボディー自体も D6 から比べて約
20% 小型化に成功しました。

◆ Z 9 ならではの機能
　ミラーレス化に伴い Z シリーズからカメラ内手ブ
レ補正にも対応している手ブレ補正機能が進化。5 軸
補正のボディー内センサーシフト方式 VR と、手ブレ
補正（VR）機構内蔵レンズとの組み合わせでは（シンク
ロ VR）、最大 6.0 段の補正効果に進化しました。また、
シャッターユニットを無くすことにより、シャッター
のメンテナンスもなくなり故障部分が減りより信頼性
を増しました。
　今までは、シャッターが撮像センサーへの露光を制
御していましたが、センサー自身の露光制御機能が進
化することにより、シャッターユニットを無くすこと
ができました。これが電子シャッターで、よく言われる
ローリングシャッター現象は、センサーの露光開始か

デジタルカメラの進化に伴い、ミラーレス化が進んでいる。スポーツや動きの速いものにはミラーレス
は時期尚早という声もある中、各社上位モデルもミラーレス化が進みソニー・キヤノン・ニコンではミラーレ
ス一眼がメイン機種になってきた。ソニーα1 やキヤノン EOS R3 など機能の進化したモデルが登場し、スポ
ーツの世界でも使われ出してきた中で、ニコンが新機種 Z 9 を発表した。ニコンイメージングジャパン・カスタ
マーサポート部ゼネラルマネジャーの小笠原武彦さんに開発のねらいについてお話を伺った。

小笠原武彦氏と Z 9
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ら終了までに時間差があることによる像のゆがみのこ
とです。Z 9 にはニコン独自の積層型 CMOS センサ
ーによる高速読み出しと画像処理エンジン EXPEED 
7 による高速処理により高速連写を実現しています。
また、非圧縮 RAW と同レベルの高画質を維持したま
ま、約 1/3 のファイルサイズ高効率 RAW を採用し、メ
ディアへの記録やパソコンでの編集作業の高速化を図
っています。（高効率 RAW には intoPIX 社の技術を採
用しています）
　ミラーレス一眼では、レンズ交換時にセンサーがむ
き出しになるため、一部のカメラではシャッターを閉
じる機能を搭載したものがありました。しかし、Z 9
では電源 OFF でセンサーをカバーしてくれるセンサ
ーシールド機能を取り入れました。これによりレンズ
交換の自由度が大幅に進んだと思います。

　電子シャッターによりシャッターを無音で撮影でき
ることは、聴覚障害者競技のような音を出せない撮影
時やコンサートや発表会など演奏に影響があるときに
必要なことです。逆にポートレートなど被写体にいつ
シャッターを切っているのかを知らせる上で電子音の
疑似的なシャッター音を設定できる機能も取り入れま
した。撮影者自身もシャッター音があるほうがリズム
よく撮影できるという意見もあり、音量最小にすれば
自分にだけ聞こえる程度の音量で撮影できるなど音量
に幅を持たせました。
　実際に筆者が触ってみたが、30cm 離れれば全く聞
こえない音量設定もありました。音量だけではなく
AF の食いつき具合やファインダーの見え方など申し
分なく、ブラックアウトフリーで Z 9 でしか撮れない
世界があるのを感じました。

◆フラッグシップ機の必須要件
　報道の世界では、100m 走のゴール横からの撮影な
どカメラマンが入れない場面での活躍もニコンでは、
長年の経験からリモート撮影システムなどで今まで撮
れなかったシーンへの展開も強化しています。
　今後、大きなスポーツイベントにおいては、Z 9 に
よる撮影で、今まで見られなかった写真が見られるよ
うになると確信しています。速報性など必要な報道の
世界では、RAW データ撮影よりも撮ったまま使える
JPEG が多用されています。JPEG 画像への信頼性も

大事なことと認識してい
ます。ハイスピードフレー
ムキャプチャ＋使用時の
撮影速度は最大撮影枚数
は約 120 コマ／秒となり、
目では追いきれない世界
が撮影できるようになり
ました。特に 1 秒間に 120
コマのブラックアウトが
あるとファインダーを見
ていても真っ暗な状態だといえます。その間もブラック
アウトなしで被写体を追いかけることができます。
　また、フラッグシップ機としてどこに設定ボタンが
あり素早く設定が出来るかどうかも大事なことであ
り、Z 9 は欲しい機能を各ボタンに割り当てられる機
能を豊富に用意しました。信頼性と堅牢性を考えて作
られているのがフラッグシップを名乗れる上で一番大
切なことであるとニコンは考えています。

◆今後のフラッグシップ機のあり方
　今後開発していくフラッグシップ機は、軸足をミラー
レス機に置いて開発していくことになります。ニコンは
ミラーレス機の発売に出遅れた感があると思いますが、
今後 Z 9 を進化させていきます。今までフラッグシップ
といえば画素数は控えめで、ノイズ耐性や即写性に重き
を置いていましたが、ミラーレス化により動画性能も加わ
り8K（約 3300 万画素）からの静止画切り出しなどでも充
分に画素数は足ります。電子シャッターにより1/32000 秒
というシャッター速度も実現できました。動きを止めると
きには必要なシャッター速度であり、晴天下において明る
いレンズを開放近辺で使いたいときなどに ND フィルタ
ーを使わなくても可能になりました。
　また、撮影状況によ
りカメラ設定も変え
なくてはいけません。
機能が増えるので、操
作性は今までと同じ
というわけにはいき
ませんが、今までのメ
ニューを一気に変え
てしまうのではなくアクセスしやすいように改良して
います。もちろん普段頻繁に使う設定は、カスタムボタ
ンに登録できるのは必須条件だと考えます。
　今後の展開として、ファームアップによる対応機能
も発表しています。ファームアップ領域を大きくとり、
今後のフィードバックによるバージョンアップや機能
の強化もしっかり考えています。

（協力／（株）ニコン、吉澤士郎、
記・撮影／出版広報委員・川上卓也）

センサーシールド機能によりゴミの付着の軽減ができる

必要な機能への素早いアクセスも大事

お話を伺った小笠原武彦氏
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2021 年度「報道写真論」講座報告
主催 :専修大学、公益社団法人日本写真家協会

●渋谷 敦志
2021 年 5 月 4 日～５月 25 日（６回）

「まん延防止措置」が適用される中、大学側からオン
ライン形式にしてほしいとの要望もあったが、こちら
の無理を聞いてもらい、対面形式にこだわった。

200 人以上収容する大教室で約 100 人を相手に、座
席や換気など細心の注意を払ってスタートした。本講
義が入学してから初の対面での講義だったという学生
もかなりいて、コロナ禍が学生生活のありようを一変
させている事実に驚いた。だから余計に、PC やスマ
ホの画面越しではなく、教室という場を共有すること
でしか伝わらない「熱」を届けたい思いを強くした。

場の共有はまた、カメラを持って居心地のいい場所
から飛び出し、異質な他者との生身の触れ合いを可視
化する写真行為において欠かせない営為であるとい
う、ぼくなりのメッセージでもあった。

毎回繰り返し言及したのは、「写真はビジュアル・ラ
ンゲージを使ったコミュニケーション」ということだ。
一般的に写真は「見るもの」だが、じつは「読むもの」で
もある。学生は書き言葉ではない「ビジュアル・ランゲ
ージ」をすでに日常的に使ってはいるが、ちゃんと学ん
だ経験はない。写真も
言葉である以上、言語
の習得同様、読み書き
の能力：リテラシー
を身につける必要が
あるとした。その練習
として、毎回ぼくの作
品からなるコンタク
トシートをプリント
して配り、任意の一枚
について、「いつ」「ど
こ」「だれ」「どんな状
況」「どんな気持ち」

2011 年度から始まった専修大学「ジャーナリズム学科（旧：人文・ジャーナリズム学科、担当：専修大学教授・
山田健太）」の「報道写真論」の講義に、2021 年度は渋谷敦志と小澤太一の両氏に講師をお願いした。
専修大学のジャーナリズム学科開設趣旨は「学生たちの真実を見抜く目を育て、批評力と行動力を養うことを目
的とし、メディアの第一線で活躍する写真家や実務者に実作と体験談をもとに、いまメディアの現場で、何が起きて
いるかを理解してもらうことを」方針としている。この講座には 2011 年度・桑原史成、2012 年度・長倉洋海、英
伸三両氏、2013 年度・宮嶋茂樹、樋口健二両氏、2014 年度・大石芳野、山本皓一両氏、2015 年度・清水哲朗、石
川文洋両氏、2016 年度・桃井和馬、石川梵両氏、2017 年度・宇井眞紀子、広河隆一両氏、2018 年度・公文健太郎、
竹沢うるま両氏、2019 年度・小松健一、前川貴行の各氏を派遣。2020 年度は新型コロナウイルス感染症拡大の
ため中止、延期となった。会場は、川崎市多摩区の専修大学生田キャンパス。

渋谷 敦志（しぶや・あつし）
　1975 年大阪府生まれ。1996 年、大学を休学して一年間
ブラジル・サンパウロの法律事務所で働く。卒業後、野宿
者の実状を取材したルポで国境なき医師団日本主催 1999
年 MSF フォトジャーナリスト賞を受賞。それをきっかけ
にアフリカやアジアでの取材を始める。現在は世界中の紛
争や貧困、難民の問題を写真と言葉で伝えている。JPS 展
金賞、視点賞など受賞。著書・写真集に『今日という日を摘
み取れ』『まなざしが出会う場所へ―越境する写真家とし
て生きる』『回帰するブラジル』『希望のダンス -エイズで
親をなくしたウガンダの子どもたち』など。

「選んだ理由」「読みとったこと」などをリアクションペ
ーパーに書いて提出してもらった。文字量は回を追う
ごとに増え、後半には裏面までぎっしりと思いをぶつ
けるように記述する学生も多かった。このリアクショ
ンにさらにリアクトを重ねるように次週の講義を組み
立て、進めていった。

講義で触れた内容は地域も時代も飛び越えた。ブラ
ジル、エチオピア、アンゴラ、カンボジア、タイ・ミャン
マー国境、震災後の福島、コロナ病棟……。コロナ以前
からあった分断や排除を乗り越えるにはどうすればい
いのか、という解なき問いを毎回、学生に突きつけた。
コアテーマは「境界」だ。本来、曖昧であるはずの境界

キャンパスで講義中の渋谷敦志氏

東京都写真美術館「世界報道写真展」を鑑賞する学生達と

2/24　念校
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は、人と人を分断するものではなく、異なる世界を横断
し、他者と交わるための領域であること、また境界の問
題は各々の内面の問題でもあり、他者を理解するには
内なる境界を乗り越える方法を見つけなくてはならな
いこと、などについて考えてもらった。

先が見えず閉塞感に覆われている今こそ、大量の情
報に振り回されず、現場に赴き、自分の目で見て、自分の
頭で考えることの大切さを力説しながら、一人でもいい
のでこの中から写真家を志す若者が出現してほしいと
願い、その一人に語りかけるような講義を心がけた。

●小澤 太一
2021 年６月１日～ ７月 13 日（７回）
今回の講義期間中も新型コロナウイルス感染症「緊

急事態宣言」や「まん延防止等重点措置」が発出されて
おり、対面かオンラインかを選べたが、講師側の＜対面
での授業スタイル希望＞を大学側も聞き入れていただ
き、100 人を超える学生の顔を直接見ながら授業がで
きた。

全 7 回の授業のカリキュラムは以下のように組み立
てた。

　１：初めての写真展まで
　２：テーマの見つけ方
　３：写真展＆写真集のこと
　４：旅とトラブル
　５：身近な被写体
　６：SNS やブログなど、いろいろなメディア
　７：今やっていること、これからやりたいこと
写真を学んでいる学生ではなく、ジャーナリスト学

科の学生に対して写真家が話すべきことは‥‥を悩み
ながら、授業の資料を作っていった。広く一般的な内容
よりは、なるべく個人の体験したことやその時々のエ
ピソード、思ったことを中心としてまとめることにし
た。また、あまり『写真』という枠組みだけに固執せず、
そして自分が学生だったら何を聞きたいだろう、とい
う多角的な視点を織り交ぜながら、常に一人称の目線
を大事にしながらの
授業スタイルを心が
けた。

コロナ禍での授業
だが、それでも対面な
らではのリアルを大
事にしたかったのと、
一方的な壇上からの
授業よりは講師＆学
生の相互のやりとり
ができたら望ましいと
思っていたので、次の
２点のことを試みた。

・授業中の質問や意見があったら、学生がスマホを
通してすぐに問いかけられるアプリを使用した。授業
の最後にまとめて質問に答えたりすることで、学生に
とってもすぐに返事をもらえるスピード感、気軽さが
良かったと思う。対面＆スマホ使用のハイブリッドス
タイルの新しい可能性を実感した。

・毎回の授業が終わった後に、その時のお題に対し
てのリアクションペーパーを提出してもらった。A5
サイズほどの紙にぎっしりと書かれた感想を読むだけ
で、こうして授業をやって良かったなと強く実感する
ことができた。

そして講義だけでなく、大きな課題を一つ出すこと
にした。ジャーナリスト学科ということで…＜『写真』
と『文章』で言いたいこと（＊写真は 3 枚以上、テキスト
は 400W 以上）＞というお題で出してみた。事前の授業
の中でどうやってテーマを見つけるかのヒントや実体
験を話したり、さまざまな写真の使い方の実例を見せ
てあったが、それ以上に多種多彩な課題が集まりった。
残念ながらほとんどの学生はスマホでの写真撮影であ
ったが、それでも写真と文章、学生それぞれのユニーク
な視点が組み合わさることで、読み応えがある大変面
白い課題となった。最後の授業の時にはその中のいく
つかを発表しながら、僕の感想も言わせていただいた。

コロナ禍という今までとまるで違う環境の中、学生
への授業を通して学ぶところがとても多かった 2 ヵ月
となった。大学側でさまざまなサポートをしていただ
いた山田先生、福冨先生に感謝申し上げる。

（写真提供／専修大学、構成／小池良幸常務理事）

小澤 太一（こざわ・たいち）
　1975 年名古屋生まれ。日本大学芸術学部写真学科卒業
後、河野英喜氏のアシスタントを経て独立。雑誌や広告を
中心に、子どもからアーティストや女優まで、幅広く人物
撮影するのが活動のメイン。写真雑誌での執筆や撮影会
の講師・講演など、活動の範囲は多岐に渡る。ライフワー
クは「世界中の子どもたちの撮影」で、年に数回は海外ま
で撮影旅行に出かけ、写真展も多数開催。身長 156㎝　体
重 39kg の小さな写真家である。キヤノン EOS 学園東京
校講師、公益社団法人 日本写真家協会 会員。主な写真集
に『ナウル日和』『SAHARA』など。オフィシャルサイト
https://www.kozawataichi.comキャンパスで講義中の小澤太一氏



協会に寄贈された会員の出版
物を到着順に掲載致します。

（2021・7 月〜 2022・1 月）
①発行所　②発行年月
③サイズ（タテ×ヨコ）、頁数
④定価 ⑤寄贈者
⑥電子書籍ストア

フクシマ原発棄民 歴史の証人
－終わりなき原発事故

樋口健二

あの日ジョブズは
片山恭一、写真 ･ 小平尚典

MASSOUD
長倉洋海

①八月書館 ② 2021 年 8 月 
③ 18.8 × 13㎝、368 頁 
④ 2,000 円 ⑤樋口氏

①ワック ② 2021 年 8 月 
③ 18.8 × 12.8㎝、254 頁 
④ 1,500 円 ⑤発行所

①長倉商店塾 ② 2021 年 
③ 27.7 × 28.7㎝、216 頁 
④ 15,000 円 ⑤長倉氏

駅舎のある風景
～人と時が描く鉄道物語～

越　信行

国鉄旅客列車の記録
【客車列車編】

諸河　久、寺本光照

Pray for Myanmar
三田崇博

国鉄 東京駅
荒川好夫 /RGG

①旅行読売出版社 ② 2021 年 6 月 
③ 21 × 15㎝、120 頁 ④ 1,300 円 
⑤越氏

①フォト・パブリッシング 
② 2021 年 9 月 ③ 25.7 × 18.3㎝、
176 頁 ④ 2,400 円 ⑤諸河氏

①日本電子書籍技術普及協会 
② 2021 年 4 月 ③ 29.7 × 21㎝、90 頁 
④ 3,520 円 ⑤三田氏

①グラフィック社 ② 2021 年 7 月 
③ 28 × 21㎝、192 頁 ④ 3,200 円 
⑤荒川氏

巡歴の道　オキナワ
鷲尾倫夫

深い沈黙
小林紀晴

国鉄旅客列車の記録
【電車・気動車列車編】

諸河　久、寺本光照

臨界の黙示
桜井　秀

① JCII フォトサロン 
② 2021 年 5 月 ③ 24×25㎝、31 頁 
④ 1,000 円 ⑤発行所

①ふげん社 ② 2021 年 7 月 
③ 23.7 × 35.5㎝、56 頁 
④ 3,800 円 ⑤小林氏

①フォト・パブリッシング 
② 2021 年 9 月 ③ 25.7 × 18.3㎝、
176 頁 ④ 2,400 円 ⑤諸河氏

① JCII フォトサロン ② 2021 年 9 月 
③ 24 × 25㎝、31 頁 ④ 1,000 円 
⑤発行所

ＪＰＳ
ブック
レビュー
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見るだけで癒される
愛らしすぎる犬図鑑

写真 ･ 福田豊文、監修 ･ 今泉忠明

行っておきたい
関西 ･ 幕末維新の史跡 50 選
文 ･ 木村幸比古、写真 ･ 三村博史

今日という日を摘み取れ
渋谷敦志

黄金の宝島 佐渡
1977-2021
上山益男

①大和書房 ② 2021 年 9 月 
③ 15 × 10.5㎝、255 頁 ④ 900 円 
⑤福田氏

①淡交社 ② 2021 年 10 月 
③ 21 × 15㎝、128 頁 ④ 1,800 円 
⑤三村氏

①サウダージ・ブックス 
② 2020 年 11 月 ③ 21×14.8㎝、320 頁
④ 2,800 円 ⑤渋谷氏

①（有）上山スタジオ
② 2021 年 11 月 ③ 21 × 29.7㎝、128 頁
④ 4,500 円 ⑤上山氏

STONE
庵治石と生きる匠たち

吉村和敏

カムイの島
宇苗　満

少年線
山﨑友也

ステキに魅せる写真ワザ
今井しのぶ

①フォトセレクトブックス 
② 2021 年 10 月 ③ 21.7 × 30.3㎝、
135 頁 ④ 7,200 円 ⑤吉村氏

① 2021『カムイの島』制作委員会 
② 2021 年 10 月 ③ 29.7 × 21 ㎝、
64 頁 ④ 3,000 円 ⑤宇苗氏

①日本写真企画 ② 2021 年 8 月 
③ 20 × 22.5㎝、96 頁 ④ 2,300 円 
⑤山﨑氏

①エムディエヌコーポレーション 
② 2021 年 12 月 ③ 21 × 14.8 ㎝、
160 頁 ④ 1,650 円 ⑤今井氏

トットちゃんと
訪ねた子どもたち

田沼武能

それぞれの武蔵野Ⅵ
田沼武能、他 7 名

APATANI STYLE
榎並悦子

東京地蔵めぐり
蓮野日出男

①岩波書店 ② 2021 年 10 月 
③ 21 × 14.8 ㎝、80 頁 ④ 880 円 
⑤田沼氏

①むさしの写真の会 
② 2021 年 10 月 ③ 25 × 25㎝、23 頁 
④－円 ⑤田沼氏

①光村推古書院 ② 2021 年 10 月 
③ 28.8 × 21.7㎝、216 頁 
④ 4,000 円 ⑤榎並氏

①蓮野日出男 ② 2021 年 11 月 
③ 18 × 18㎝、50 頁 ④－円 
⑤蓮野氏

45
JAPAN PROFESSIONAL PHOTOGRAPHERS SOCIETY 177

Books



トム岸田様� The Craft of the Japaness Sword、靖國刀匠
　� （英文版）現代刀の旗手たち、現代に伝わる日本刀の心と技～図録編～

深井邦子様� 深井昌司・金堂再建
アフロ様� 東京オリンピック日本代表選手団

日本オリンピック委員会 公式写真集 2020
塚田マサ子様� 追慕 刻をつなぐ
村上光明様� 編集 ･ 鹿児島県写真協会・鹿児島県写真協会

創立 45 周年記念写真集
小松健一様� 山﨑政幸・記憶の島－故郷・高島
船尾　修様� 石が囁く 国東半島に秘められた日本人の祈りの古層
千代田路子様� 五百羅漢修復 祈りの継承
双葉社様� 監修 ･ 櫻井寛、作画 ･ はやせ淳・新 ･ 駅弁ひとり旅 3
JCII フォトサロン様� 野水正朔・淡國写眞帖、伊奈英次・天皇陵

� 国際観光写真にみる 1930 年代、清岡惣一・自然の旋律Ⅱ

寄　贈　図　書 りぼん舎様� S.Kawanago・2020 TOKYO 春夏秋冬
� 永山直樹・旅立ちました　旧沖縄少年院の日々

東京都写真美術館様� 山城知佳子・リフレーミング
� 宮崎 学・イマドキの野生動物、松江泰治・マキエタ CC
� リバーシブルな未来 日本・オーストラリアの現代写真
� 記憶は地に沁み、風を越え 日本の新進作家 vol.18
� 東京都写真美術館 写真映像文化振興支援協議会

支援会費購入作品集
日本旅行写真家協会様

� 日本旅行写真家協会 30 周年記念写真展 FIND JAPAN
日本写真協会様� 日本写真年報 2021
日本写真作家協会様� 2021-2022「JPA 作品集」
二科会写真部様� 第 68 回展二科会写真部作品集

� 第 69 回展二科会写真部作品集
写真文化首都「写真の町」北海道東川町様

� 撮影 ･ 大塚友記憲・ヌプリコロカムイノミ
JAGDA 様� JAGDA 国際学生ポスターアワード 2021 図録

竹内敏信 風景写真 名作誕生秘話
－弟子たちが語る竹内流撮影の現場－
監修・竹内敏信記念財団

（会員７名、他６名）

モノクロームの
私鉄電気機関車

諸河　久、西尾恵介

息の緒
宇井眞紀子

魅せる星空撮影術
田中達也

①アイ・イメージング・フラッグ 
② 2021 年 12 月 ③ 20.5 × 23.3㎝、96 頁 
④ 2,200 円 ⑤竹内敏信記念財団

①イカロス出版 ② 2022 年 1 月 
③ 28.5 × 21㎝、154 頁 
④ 2,300 円 ⑤発行所

① UI 出版 ② 2021 年 6 月 
③ 21.8 × 17.3 ㎝、80 頁 ④ － 円 
⑤宇井氏

①インプレス ② 2021 年 12 月 
③ 25.7 × 18.3㎝、152 頁 
④ 2,000 円 ⑤田中氏

長江 六千三百公里をゆく

竹田武史

熊野 自然崇拝の聖地

平　寿夫

伝え守る
アイヌ三世代の物語

宇井眞紀子

風にふかれて
四宮佑次

①冬青社 ② 2021 年 12 月 
③ 26.2 × 23.3㎝、160 頁 
④ 4,500 円 ⑤竹田氏

①平　寿夫 ② 2021 年 9 月 
③ 26.8 × 37㎝、56 頁 ④－円 
⑤平氏

①少年写真新聞社 ② 2021 年 12 月 
③ 26.5 × 21.5㎝、41 頁 ④ 1,800 円 
⑤宇井氏

①四宮佑次 ② 2021 年 10 月 
③ 25.2 × 26㎝、96 頁 ④ 5,000 円 
⑤四宮氏
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Report

セミナー研究会レポート
◆ 2021 JPS フォトフォーラム オンライン報告◆

「あなたが撮らずに誰が撮る」
～名取賞受賞者、ドキュメンタリーフォトを語る～

2021 年 12 月 17 日配信開始
講師：清水哲朗、高橋智史、鳥飼祥恵

　「名取洋之助写真賞」を受賞した、清水哲朗氏、高橋
智史氏、鳥飼祥恵氏が出演した YouTube 動画を公開
した。前編と後編に分けてそれぞれが 30 分程度の動
画となる。写真家になったきっかけや名取賞へ応募し
た動機、作品の解説、そして現在の活動についてのト
ークショーが展開されている。
　前編では、名取賞をはじめ昨年まで多くの写真賞を
受賞した高橋氏がドキュメンタリーフォトと自身の関
わりを熱く語る場面から始まり、続いて清水氏の第１
回受賞作品「路上少年」の撮影秘話と取材方法、機材選
択の工夫、取材対象に対する思いを知ることができる。
　後編では高橋氏が第 10 回受賞作品「屈せざる女性
たち・カンボジア―変革の願い」の作品を解説し、学
生時代からのカンボジアとの関りを丁寧に語ってい
る。続いて鳥飼氏が第 11 回受賞作品「amputee boy―
けんちゃん―」の作品解説と撮影者自らの気持ちを語
る。次に、ある家族に深く寄り添いながら取材した作
品と昨年開催された東京 2020 パラリンピック競技大
会で撮影された作品の紹介と取材方法などを披露し
ている。
　名取賞受賞者
が自身の作品を
深 く 語 る こ と
は、これから名
取賞に挑戦する
方の参考となる
こ と は も ち ろ
ん、私たち写真家にとっても意義深い内容だ。
　なお、今回の動画制作には下記の各社のご協賛があ
った。エプソン販売株式会社、株式会社シグマ、株式会
社タムロン、株式会社ニコンイメージングジャパン、
富士フイルムイメージングシステムズ株式会社。また
収録場所と照明機材提供は株式会社ケンコー・トキ
ナー、撮影機材提供をパナソニック株式会社にご協力
をいただいた（敬称略）。各社には感謝申し上げる。そ
して動画の完成まで企画委員スタッフが多くの時間
を割いて実現できた。

（記・撮影／川村容一理事）

YouTube は「2021JPS フォトフォーラム」で検索。
前編は　https://youtu.be/058vwa5_NX0

後編は　https://youtu.be/NB52Nn2_HMU

◆国際交流委員会ウェブサイト企画◆
「表現者たち」

　新型コロナウイルスの感染拡大で、シンポジウムや
講演会などの形態の企画開催が難しくなった。そこで
従来のイベントに代えてウェブサイト上で、国際的な
関心や共感を呼ぶテーマに取り組む写真家とその作品
を紹介している。JPS ホームページの「イベント・セ
ミナー」からご覧いただけます。

Vol.7
「被写体」を越えた何かを求めて

～心に焼き付く光景は個にある
林　典子（Noriko Hayashi）

企画・構成：秋山哲也、協力：石井真弓、中村惠美
　林さんの代表作は、ジェンダーや社会と個人の記憶
に焦点をあてた、長期的な密着取材を進める中で、その
多くが生まれています。
　時間をかけて
情報を集め、現
場では取材され
る側との関係を
深めながらスト
ーリーを構築し
記録。写真集や
月刊誌、著作本
等で発表されて
います。
　20 世 紀 以 降
の戦争やテロ、内紛などによる心の傷は、21 世紀に入
っても簡単には癒えません。個の人々の声や表情を足
で拾い集め記録、写真と文で発表してきた林さんのド
キュメンタリー作品は、個の人格の貴重な痕跡として
過去と今をつないで、我々の心に迫ってきます。
【プロフィール　はやし・のりこ】
　1983 年、神奈川県生まれ。イ
ギリスのPhoto Agency 「Panos 
Pictures」所属。国際紛争学・
平和構築学を専攻していた大
学時代にガンビア共和国の地
元新聞社で写真を撮りはじめ
る。卒業後は、フリーランスの
写真家として国内外で活動。
第 7 回「名取洋之助写真賞」、
仏「ビザ・プール・リマージュ」金賞、全米報道写真家協
会賞 1 位など受賞。著書に『キルギスの誘拐結婚』（日経
ナショナル ジオグラフィック社）、『ヤズディの祈り』

（赤々舎）、『フォト・ドキュメンタリー　朝鮮に渡った「日
本人妻」　60 年の記憶』（岩波新書）など。英 GRANTA
誌、ニューヨークタイムズ紙、独 Stern 誌、英ガーディア
ン誌、National Geographic 誌などに写真や記事を寄稿。

夫を IS の戦闘員に殺害された 19 歳のズィ
ーナ。ビワ（クルド語で「家がない」という意
味）と名付けた子供に母乳を与える
ⓒ 2015 林 典子
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2021 年８月 14 日、胃がんのため逝
去。85歳。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
（1965 年入会）

枝川 一巳　正会員

2021 年 11月 17日、肺がんのため逝
去。60歳。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
（2018 年入会）

小原　玲　正会員

2021 年 10月 10日、心不全のため逝
去。84歳。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
（1965 年入会）

山口　直　正会員
2021 年 12月 10日、心不全のため逝
去。73歳。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
（2007 年入会）

堀切 保郎　正会員

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。追悼

2021 年 10月 23日、誤嚥性肺炎のため逝去。87歳。
1966 年入会、1978 年から８期 18年にわたって理事を務め、総会の議長を７度担当され
ました。また、関西地区の組織編成や活動での基礎を築くなど協会の運営に多大な貢献をな
されました。こうした功績により 2018 年に名誉会員に推挙されました。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
1934 年山口県に生まれる。大阪経済大学経済学部卒業、藤本フォトプロダクションを設立
し、松下電器、松下電工等の企業の撮影に携わる。

藤本 俊一　名誉会員

10 月 25 日の夜、JPS に入会時から何かとお世話
になっていた藤本俊一さんの訃報を、福永一興さん
からの電話でお知らせ頂きました。すでに家族葬で
お見送りを済まされたとのことでした。いただいた
電話は１時間以上にわたり、次から次へといろいろ
な思い出話をして二人で故人を偲びました。
私が入会してすぐに JPS関西在住会員で天橋立一

泊旅行がありました。大先輩から新入会員まで、写
真談義に花を咲かせ、夜の更けるのを忘れ大いに飲
みましたが、早朝には全員で天橋立を散策しながら
の撮影会、先輩方の姿を見て頑張らなければと思っ
たものでした。このような会員の親睦は何時も藤本
さんが中心で、会議の時も事務所をお借りしていま
した。また、遠方より来られた会員の方を自宅に泊
めておられたことも度々でした。
数年後に私が JPS 展の関西展に関わった折りに

は、関西展の後援を今までの新聞社１社より公的団
体に変更し報道各社にも幅広く報道していただける
ようにお願いしたところ、藤本さんと当時の熊切副
会長にご尽力いただいたことでスムーズに事が運び
後援団体を変えることができ、今日まで続いていま
す。これも藤本さんのおかげでした。
藤本さんは東京での理事会を一度も欠席したこと

がないと話しておられました。お酒は飲まれないの
に関西での宴席にもよく顔を見せてくださり、藤本
さんの最後の一本締めでお開きとなっていました。
趣味では、オーディオでいろいろな音源をCD-

ROMにまとめておられて、お会いするとそっと手
渡ししてくださいました。
この２年程はコロナ禍の自粛でお会いする機会が
なかったことが残念でなりません。
謹んで御冥福をお祈りいたします。� 合掌

訃報　藤本俊一名誉会員� 永野 一晃
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2021 年８月６日、肺がんのため逝去。
69歳。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
（1983 年入会）

小林 雅裕　正会員

2021 年９月３日、敗血症のため逝去。
72歳。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
（1996 年入会）

小原 晴雄　正会員

2/28　念校
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Information

編集後記
◎コロナ禍で暮らしに変化を強いられて丸２年、リ
モートワークや移動の自粛、働き方から日常生活ま
で今までと違った価値観での生活に慣らされてしま
った。はたしてコロナが治まれば元の生活に戻るの
か？と考えると、そうはならないなと簡単に想像が
つく。コロナ禍がもたらした生活様式の変化が日本
の将来に凶と出るか、吉と出るか、じっくり見極めて
行きたい。� （小池）

◎遅ればせながら、オリンピックの特集を組みまし
た。前回のリオからの５年間で、スポーツを写すカメ
ラが大幅に変わりました。そう、一眼レフからミラー
レスへです。東京 2020 オリンピックはカメラ史上、
エポックメーキングなオリンピックになりました。
新型コロナウイルス禍がなかったら、そうはなって
いなかったかも。歴史の悪戯？� （伏見）

◎この号では「東京 2020」関連の記事２本の取材を担
当させて頂きました。大会期間中に撮影されたカッ
ト数は、一人あたり何万カットにも及んだのだとか。
これが現代という時代なのでしょう。ついこの前ま
で、ポジを切り出してマウントを貼る作業をしてい
た記憶があるのですが。� （池口）

◎コロナ禍で延期だった日本建築写真家協会写真展
を昨年 11 月にようやく開催できました。来場者から
は「銀座務めだが、じっくりと銀座通りを見た事がな
かった」など、それぞれの「銀座パノラマ」を味わって
頂けた様でした。銀座通連合会はじめ、ご協力皆様に
お礼申し上げます。� （小野）

◎２年ぶりに「名取賞」受賞作品写真展が開催され受
賞者のお二人に話を伺った。私より一世代若い写真
家たちの登場に、「俺もまだ負けないゾ！」というの
が年配者の私の正しい反応なのだろうが、「写真は勝
ち負けではない、いかに自分の写真表現をするかだ」
とここでは言っておこう。� （飯塚）

◎Tokyo2020 が新型コロナの影響で１年延期されて
2021 年に行われた。オリンピック関連の方のお話を
皆さんに集まってもらって聞けるという機会はいろ
いろなメディアにいても聞けるものではない。JPSに
入っていた役得として聞かせてもらった。そして皆
さんは北京へ。� （川上）

◎誰だったか「芸能人は歯が命」ならぬ「写真家は靴
が命」とはよく言ったと思う。サイズはぴったり、走
ってもグリップはしっかり。水にも強い方がいい。結
果スニーカーに落ち着くけれども、いつも同じだと
どこかみすぼらしい。多少はフォーマルにも履ける
靴を探さないと。� （山縣）

◎この文章を書いている時期は新入会員の申し込み
と重なっています。昨年は入会者数が 17 名で、協会
創立から 10 年が過ぎた 1960 年以降で最少記録でし
た。今年はいったい何名の応募があるのでしょう
か？締切日までドキドキものです。�（事務局 杉山）
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経過報告（2021年5月～12月）
◎ ５月 28 日　2021（令和 ３）年度第 22 回定時会員総会
PM2：00 ～ 4：00　JCII ビル 6F 会議室　本人出席 28 名、代理委任 ４ 名、
議決権行使書 913 名、計 945 名、外部理事 ６ 名（リモート参加含）、監事 ２ 名
○決議事項：第 １ 号議案：2020（令和 ２）年度事業報告及び決算承認の件、第 ２ 号
議案：「公益社団法人日本写真家協会定款」一部変更及び一部追加の件、第 ３ 号議
案：理事及び監事の任期満了に伴う改選の件、第 ４ 号議案：名誉会員並びに名誉
会長推挙承認の件
○報告事項：1.「2021（令和 ３）年度事業計画書」の件、2.「2021（令和 ３）年度予算書」
の件、3. 第 47 回「日本写真家協会賞」の件、4. 会費滞納による正会員資格の喪失の
件、5. その他
◎ ５月 28 日　第 52 回公益社団法人日本写真家協会理事会　PM3：10 ～ 3：30　
JCII ビル 6F 会議室　19 名、欠席 １ 名、監事 ３ 名（リモート参加含）
○ 2021（令和 ３）年度代表理事及び業務執行理事の選定の件、他
◎ ６月 １日～ ６日　第 45 回 2020・第 46 回 2021JPS展（東京）	 	
東京都写真美術館 B1F　入場数 1,530 名
◎ ６月 22 日～ 27 日　第 45 回 2020・第 46 回 2021JPS展（関西）　 
京都市美術館別館 1F・2F　入場数 1,107 名

◎ ６月 25 日～　第 １回技術研究会　JPSYouTube
○写真家のための写真集制作・出版の新しいスタイルを知る
◎ ７月 12 日	「写真学習プログラム」機材協力説明会　PM1：30 ～ 3：30 
JCII 会議室	 参加数 ７ 社 ８ 名（リモート参加含）
◎ ７月 15 日～ 21 日　2021 年新入会員展（東京）　アイデムフォトギャラリー 

「シリウス」　出品者 17 名、作品数 51 点、入場数 421 名　○「私の仕事」
◎ ７月 27 日～ ８月 １日　第 45 回 2020・第 46 回 2021JPS展（名古屋）	
愛知県美術館 ギャラリーＧ・Ｈ・Ｉ室　入場数 1,135 名
◎ ８ 月 27 日　「笹本恒子写真賞」選考会　PM2：00 ～ 5：00　JCII 会議室 
６ 名　○選考・佐伯剛、前川貴行、野町和嘉、推薦候補者・11 名、第 ４ 回「笹本恒子
写真賞」・渋谷敦志
◎ ８月 27 日～ ９月 ２ 日　2021 年新入会員展（大阪）　富士フイルムフォトサロ
ン大阪　出品者 17 名、作品数 51 点、入場数 2,528 名　○「私の仕事」
◎ ９月 ２日　2021 年第 16 回名取洋之助写真賞作品選考会　PM1：30 ～ 4：00	
JCII 会議室	 18 名　○選考・山田健太、清水哲朗、野町和嘉、応募者・26 名 26 点、
名取洋之助写真賞・川嶋久人「失われたウイグル」、奨励賞・喜屋武真之介「母と、子」
◎ ９月 29 日　日本写真保存センター 2021 年度第 ２回諮問委員会議
PM2：00 ～ 3：30　JCII 会議室　17 名（リモート参加含）
◎ ９月 29 日　日本写真保存センター 2021 年度第 ２回支援組織会議
PM4：00 ～ 5：00　JCII 会議室　支援組織会員 ５ 社 １ 団体 ７ 名、JPS8 名（リモー
ト参加含）
◎ 11 月 ４ 日～　国際交流委員会企画「表現者たち」Vol.7　JPS ホームページ	
○「被写体」を越えた何かを求めて～心に焼き付く光景は個にある　林典子
◎ 11 月 ７ 日　おやこ写真教室　AM10：00 ～ 17：00　清里フォトアートミュ
ージアム　参加数 ８ 組 16 名
◎ 11 月 16 日　出版広報座談会　PM2：00 ～ ４：00　アクセア会議室 US 半蔵
門ビル　14 名
◎ 12 月 ８ 日　第 47 回日本写真家協会賞贈呈式　PM2：00 ～ 2：15　JCII ビル
6F 会議室　○受賞者・株式会社日本写真企画
◎ 12 月 ８ 日　第 16 回名取洋之助写真賞授賞式　PM2：15 ～ 2：40　JCII ビル
6F 会議室　○受賞者・川嶋久人、喜屋武真之介（奨励賞）
◎ 12 月 ８ 日　第 ４回笹本恒子写真賞授賞式　PM2：40 ～ 3：00　JCII ビル 6F
会議室　○受賞者・渋谷敦志
◎ 12 月 ８ 日	 名誉会員顕彰式　PM3：00 ～ 3：15　JCII ビル 6F 会議室	
○顕彰者・田沼武能、松本徳彦、水越武
◎ 12 月 ８ 日　賛助会員との懇談会　PM3：30 ～ 5：00　JCII ビル 6F 会議室	
賛助会員 16 社 24 名、JPS37 名（リモート参加含）、関係者 ５ 名
◎ 12 月 16 日～ 22 日　第 ４回「笹本恒子写真賞」受賞記念展		
アイデムフォトギャラリー「シリウス」　入場数 518 名
○渋谷敦志写真展「今日という日を摘み取れ」
◎ 12 月 17 日～　2021 JPSフォトフォーラム オンライン（第 15 回）	
JPSYouTube	　○「あなたが撮らずに誰が撮る」～名取賞受賞者、ドキュメンタ
リーフォトを語る～　清水哲朗、高橋智史、鳥飼祥恵

2021年12月23日、肺炎のため逝去。
71歳。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
（2017 年入会）

夏目 安男　正会員

2022 年１月８日、肺炎のため逝去。
82歳。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
（1971 年入会）

古川 剛尚　正会員
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Comment

写　真　解　説

　2003 年 11 月 27 日、東京の銀座アップルストア・オープニ
ング記念セレモニーでスティーブ・ジョブズと 12 年ぶりに再
会した。PowerBook G4 を熱心に紹介して、自分の言いたいこ
とを語り終わると、いきなり壇上から降りて消えて行った瞬間
がこの写真である。帰り際に僕は「ヘイ、スティーブ」とカメラを
向けた。彼は「ノーサンキュウ」とクールに立ち去り、それ以降
会うことはなかった。米国で IT 革命のレジェンドたちをたく
さん撮影したが、アーティストと呼べるのは彼だけだった。

（写真集『あの日 ジョブズは』写真展「THE THINKERS」）

Think Different 2003（表紙写真） �  小平尚典

広島県帝釈峡にある雄橋は高さ 40m の巨大な石灰岩が侵
食作用で長い年月をかけて貫通した洞門だ。渓流沿いをしば
らく歩くと目の前に現れる。帝釈川を渡る横からの姿も魅力
的だが、橋の下に潜り込むと鐘乳洞の中の様な冷やかな空気
感と迫り来る岩が圧巻の存在感だ。神の橋とも呼ばれるだけ
あって、何かを感じる。そんな迫力ある岩を見上げると二つの
命を見つけた。まるでお互いを信じて生きているかの様に寄
り添っていた。　

想愛 �  井上嘉代子

飛驒地方の最奥に位置する「山之村」は、北アルプスに連な
る標高 1000m の山間集落です。この地はかつて「秘境」と呼ば
れ、村人は雪に閉ざされた長い冬を生き抜くため、古くから熊
猟を受け継いできました。猟師たちは山のカミに祈り、天候と
生態を読み、雪山に熊を追います。獲られた熊は、人々の命と
暮らしを支える特別な存在として崇められてきました。生と
死が日常にあるこの世界には、都市社会で失われた命の存在
が今もしっかりと脈打っていると感じます。

熊を撃つ猟師 �  西野嘉憲

渋谷の夜の光をバックに FujiFilm の XF50mm F1.0 を使
って 8-Girl Ayu との撮影の一枚です。僕は F1.0 での撮影は
はじめてだったので、F1.0 で夜の光はどのように映るかを見
るのを楽しみにしていました。渋谷の裏道や歩道橋で撮影し
ながら、ここの裏道に辿り着きました。左側の壁をバックにし
て撮ろうと思いましたが、良く見たら後ろの建物の光が綺麗
だったので、奥行きとカメラに向かって来る道路の線を使っ
た構図を作って、この写真を撮りました。

Backstreet Breakdance�  ジェイソン　ハレコ

12 月上旬頃寒さが強まる中、それでも人々の流動は変わら
ず流れている。街中に消えていくその中の一人に目を奪われ
た。風が強く吹きコートが靡く、光と影の狭間に揺れていた。
今回単焦点レンズ XF56mm F1.2R で撮影したのは、シャー
プな世界観を捉えたいという点と光影のグラデーションを表
現したいと点です。このレンズのシャープな描写力により、そ
の 2 点とその場の空気感を捉えることができた。

Style�  中村　翔

　昨年、目白の TA ギャラリーで行った写真展「夢」より。花を
モチーフにした写真展でしたが、この作品だけはアリがメイ
ンとなっています。ボケている部分はアサガオの花弁で、漏斗
状の奥にアリが佇んでいます。現在は花の写真ばかり撮って
いますが、写真学校の学生時代のころ、ゼミ講師だった竹内敏
信先生に「アリを撮ってみろ」と言われたのをきっかけに、撮
り始め、写真展も行いました。小さな命の輝きを前に心を癒さ
れる思いです。　（写真展「夢」）

紫の部屋（表４写真） �  吉住志穂

　最近の水族館の水槽は、趣向を凝らした様々な演出がされ
ています。金魚は色彩豊かな体なので、そこに光の演出が加わ
ることで、驚くほど艶やかな姿を見せてくれます。その魅力を表
現するために、ピントの合った箇所は切れ味良くシャープに、そ
の周辺部は絵の具を水で溶かしたような滑らかなボケで、水中
を踊る姿を魅力的に描き出してくれる半世紀前のオールドレ
ンズと、最新のミラーレス機を組み合わせて撮影しました。

金魚暖簾 �  水咲奈々

インド北東部アルナーチャル・プラデーシュ州に、東ヒマラ
ヤの主要な民族グループの一つであるアパタニ (Apatani) 民
族が暮らしている。年配女性の鼻栓やタトゥといった外見的特
徴や精霊信仰的暮らしでも知られている。アパタニでは太陽と
月を崇拝し自然のあらゆるものに神霊が宿ると考える土着の
信仰を制度化したリバイバル宗教ドニ・ポロ (Donyi-Polo) が
注目を集めている。写真は集会所を訪れた信者。

「APATANI STYLE」より�  榎並悦子

「写真を撮ってくれてありがとう」岩ノリ採り姿の写真を送っ
てから１か月後、手書きで丁寧な御礼のハガキが届きました。
それ以来、佐渡に入る事足かけ 44 年になりました。日本の縮図
といわれて、面積は東京 23 区、淡路島の約 1.4 倍の広大な島で
す。金山・漁師・農民・棚田・景勝地・芸能・朱鷺と暮らす郷・
等、今日のありのままの姿、意味ある光景を見たまま、あるがま
まに撮影してまいりました。一枚一枚は断片的ですが写真集に
構成すると「写真が文章」の様になり、見て読んでいただければ
と思います。

表紙写真の中山イチさんは、私の故郷岩手の母方祖母・清
水キエおばあさんに容姿がソックリと思い出されます。

政府は「佐渡島の金山」を世界文化遺産としてユネスコに
推薦することを 2022 年２月１日に決定しました。

中山イチさん �  上山益男
◆ JPS ギャラリー

　平成５（1993）年故郷の奥尻島を襲った北海道南西沖地震
をきっかけに写真家を志した私は、平成 21（2009）年東京から
帰郷したのち「離島独自の環境や自然現象（現実）、カムイが宿
る景観（仮想）」をモチーフに、「祈りの原景」をテーマとした作
品制作を行っている。
　絶海の孤島で写真表現を追求して十年余り。鍋釣岩の空洞
から昇る朝日が暗雲を切り裂いた瞬間、アイヌ文化に伝わる

「アシリパ（暗い時代が終わり新しい物事が始まろうとする
時）」が、鮮やかな光輪となって現れた。

天地黎明／アシリパ �  宇苗　満

　新型コロナウィルスのパンデミックから約二年、常にマスク
を着用し、残念ながら人との接触を控えることが当たり前に
なってしまった。何気ない普通の一日が特別であると再認識
させられた。同時期を生きて、関わっていることは必然か偶然
か、時空の一致の天からの贈り物。パンデミック以前の写真を
見ながら訪れた土地の事や友人たちのことを想う。自由に行
き来できる日が早く来ることを願いつつ。

素敵な日常 �  浅岡　恵
◆ FUJIFILM X ギャラリー
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う熱心さが印象に残る撮影実習であった。
　野外で撮影の後は、親子で代わるがわる撮影するス
タジオ体験。親が子どもにスタジオで撮影してもら
う、なかなかできない経験ということもあり、親子で
楽しいポーズや、ひと時の思い出を写真に収めること
ができた。
　スタジオ撮影の順番を待つ間に館内で、プロ写真家
による家族写真の撮影も行われた。「おやこ写真教
室」では、親子で写真を楽しむことと同時に、写真で
家族の絆を深め、思い出を写真という形で残すことの
大切さも目的の一つとしている。撮影した写真はプリ
ントして、帰りに持ち帰ってもらった。
　スタジオ撮影・家族写真の撮影を終えた参加者は、
教室に戻り、綱氏から館に所蔵されている写真の写真
表現について説明を受けた。
　今回、カメラ機材を協力していただいた富士フイル

　2021 年 7 月、当協会の賛助会員、清里フォトアー
トミュージアムの担当者より、「おやこ写真教室」を
清里で実施してほしい旨の連絡を受け、教育推進委員
会では、会場がコロナ感染リスクの軽減が期待され、
感染予測のグラフから、清里で 11 月実施に向けて準
備した。
　11 月 7 日、紅葉に包まれ晴天に恵まれた、山梨県
北杜市清里フォトアートミュージアムで「おやこ写真
教室」を開催した。参加者は 8 組 16 名の親子に、教
育推進委員会担当山口規子理事と委員 5 名が、講師・
スタッフとして、また、清里フォトアートミュージア
ムの学芸員・綱 恭行氏をはじめ館の皆様による協力
と、富士フイルムイメージングシステムズ（株）から
木内格志氏と加藤玲子氏の 2 名が応援に駆けつけ、午
前 10 時より開始した。
　会議室の机には、写真教室で使用する富士フイルム
ミラーレス一眼 X−S10 が一人 1 台ずつ置かれ、講師
の坂井田富三委員からカメラの使い方の説明を受け
た。講義では写真の撮り方を教わり、参加者親子は早
速カメラを手にして興味津々の様子だった。
　講義の後は、秋真っ盛りの外に出て撮影実習。スタ
ッフは教育推進委員が担当して、カメラの使い方や撮
影、表現の仕方などの相談に対応した。
　今回参加の親子は、子どもが 7 歳から 10 歳の小学
生とその親で、デジタルミラーレスカメラの使い方の
会得が早く、子どもたちは、自由に撮影を楽しんでい
た。一方、親からは各委員に写真の撮り方について質
問が多く寄せられ、この機会に写真を習得したいとい

「おやこ写真教室」開催「おやこ写真教室」開催
2021年 11月 7日　清里フォトアートミュージアム2021年 11月 7日　清里フォトアートミュージアム

教育推進委員会教育推進委員会

　写真文化の振興事業「小学生の写真学習プログラム」に続いて2020年度より親子で写真を楽しむ「おやこ写
真教室」を実施している。2021年度は当初、5月に予定されるJPS展東京展会場の東京都写真美術館で実施を
予定していたが、新型コロナ感染拡大による緊急事態宣言が発せられ、年内延期を余儀無くされた。

講師は、坂井田委員が担当 初めて触るデジタルミラーレスカメラに興味津々

晴天に恵まれ、紅葉の屋外で撮影
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協力：清里フォトアートミュージアム、富士フイルム
イメージングシステムズ（株）、エプソン販売（株）、
コメット（株）

※「おやこ写真教室」の様子は、動画でも記録して、
日本写真家協会公式 YouTube チャンネルで公開して
います。
YouTube「おやこ写真教室」
https://www.jps.gr.jp/oyako_photoevent2_video/

（記／教育推進委員・安藤 豊、
撮影／安藤豊、美咲奈々）

ムイメージングシステムズ（株）の木内氏から、フォ
トブックにして思い出を形にする方法やカレンダー、
ハーフプリントなど様々な写真の形の説明があった。
また、加藤氏からは、レンズ交換できるカメラで撮影
できることや、色々な写真を撮る楽しさを、モニター
に作品を映写して伝えた。
　その後教室では、写真を選ぶ作業。たくさん撮影し
たカットから、カメラのモニターで気に入った一枚を
選ぶ作業だが、子どもたちは難なくカメラを操作して
写真を選んでいた。選んだ写真は、教室の大型モニタ
ーに映写して発表会を行った。　
　今回、エプソン販売（株）からプリンター EW-
M873T を 2 台お借りして、参加者が選んだ写真を２
L サイズにプリントした。プリント作業中、子どもた
ちは、プリンターから写真が出てくる様子に興味津々
で、自分の写真がプリンターの排出口から出てくるの
を、みんなで取り囲んで顔を近づけ見ていた。
　プリントした写真は、館のロビーで一同に並べて、
写真鑑賞会を行った。写真は鑑賞会の後、ショーレッ
クスに入れて、大切に持ち帰った。
　今回の「おやこ写真教室」は、都内からの参加者が
半数、開催地の山梨県近郊からの参加者が半数であっ
た。会場を提供していただい
た清里フォトアートミュージ
アムからは、館内で親子が写
真を楽しむ姿に、賑わいのあ
る写真教室で、ぜひ継続して
ほしいとの要望があった。
　「おやこ写真教室」は、使
用するカメラ機材や写真プリ
ントに賛助会員の協力をいた
だいて実施している。
　プロ写真家である、委員が
スタッフとして実行するの
は、写真が持つ役割を、親子
という身近なところから裾野
広く知ってほしいと願うとこ
ろでもある。

スタジオで撮影した写真のデータは、持ち帰りできる プリンターから排出される色鮮やかなプリントに釘付け

スタッフも交え、参加者全員の記念写真

参加者が撮った作品の数々
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◆宇苗　満（2006年入会）
新型コロナウイルス感染症の緊急事

態宣言が解除された 2021 年 10 月、北
海道に住むほぼ全てと思われるほどのＪ
ＰＳ会員が、私の作品展『カムイの島』（富
士フイルムフォトサロン札幌）に応援・
声援のため駆け付けてくれました。特に
若手ＪＰＳ会員の参川修穂くんには終日
お世話になりました。この紙面をお借り
して、皆さまにお礼を申し上げます。あ
りがとうございました。
連日（来館者全員がマスクをして）満
員 御 礼。
追加の芳
名帳（北
海道神宮
の御朱印
帳）を買
いに（初
穂料を納めに）走り、そして作品集（大
和朝廷正史『日本書紀』の阿倍臣比羅
夫を紹介）も完売しました。
今回の作品群 40枚は、来年度建て替

える奥尻町役場の新庁舎に常設展示（エ
ントランスホールから町長室まで）とな
るので、観光で来島された方は永年どな
たでも観覧することができます。

（北海道奥尻島在住）

◆参川修穂（2018年入会）
札幌で催された、宇苗満さんの作品
展『カムイの島』に伺った。JPS仲間じ
ゃないかと、いろいろなお話もしていた
だき、愉しく学びのある時間だった。時
勢にかかわらず写真展の少ない地方な
がら、JPS会員ならではのつながりを感
じることができた。
作品展のキャ

プションは同名作
品集からの抜粋。
文章も豊富な作
品集を踏まえて見
直すと、（言うま
でもなく）写真の
見方／見え方が
変わる。趣の反
芻である。宇苗さ
んは、「『カムイの島』は計算や作為によ
って撮影されたものではない」と言う。
偶然、運……？違う。モチーフが、ただ
そこに在るということ――写真家の必要
条件――を偶発性から昇華させている
のだろう。そんなことを感じさせる作品
展だった。� （北海道札幌市在住）

◆蓮野日出男 (1977年入会）
家の近くを散歩していると、こんな場
所にお地蔵様が祀られていることに驚く
ことがあります。子供の頃、大阪では毎
年 8 月 24 日が地蔵盆で町内を廻りお供
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え物をもらった記憶が、ふとよみがえっ
てきました。それ以来お地蔵様を調べて
いくうちに東京にも沢山のお地蔵様があ
りました。子育て地蔵尊、延命地蔵尊、
縛り地蔵尊、
塩地蔵尊…
等。ご利益や
説話の多いお
地蔵様が存
在します。
お参りする
人も多く、民
間信仰として
これからもお地様の文化を絶やすことな
く、いつまでもみんなを見守ってほしい
ものです。� （東京都品川区在住）

◆諸河　久（1982年入会）
2022 年 1月にイカロス出版から『モ

ノクロームの私鉄電気機関車』を上梓し
た。本書は 2016 年に創刊された季刊雑
誌「電気機関車 EX」の連載「探訪　
私鉄電機」10 巻分を纏めた書籍で、私
が写真とキャプションを担当し、本職の
鉄道マンで西武鉄道OBの西尾恵介氏
が本文を執筆され
た共著書となった。
戦前に諸先輩が
撮影された銀塩作
品からデジタル一
眼で捉えた近作ま
で、様々なコンデ
ィションの私鉄電
気機関車を掲載し
た。いずれも精緻な階調で印刷再現で
きるように、モノクロームのデジタルデ
ータ作成にはかなりの技量と労力を費や
した。その結果、編集スタッフと印刷所
が連載開始以来の経験値も生かして、
満足のいく印刷物に仕上げてくれた。
私鉄電気機関車の記録写真集として、

コアな同好者の座右の書になることを確
信している。� （東京都中央区在住）

◆今井しのぶ（2020年入会）
『ステキに魅せる写真ワザ』

著者 今井しのぶ
料理・ハンドメイド作品・花などを素

敵にスタイリングして撮影をする初心者
向けの本です。光を読む、光を作る、イ
メージの作り方、スタイリングの基本的
な考え方なども。
撮影だけではな
く、スマートフォ
ンを用いたレタッ
チ（ ア プ リ は
Lightroom）で仕
上げます。おうち
時間が増えて、い
ろんな撮影にチャ

レンジをしたい！販売を目的とした訴求
力のある写真を撮りたい！SNSにてカ
メラを楽しみたい方の為の一冊です。著
者の専門は子ども・ファミリー撮影、コ
ロナ渦の休業中にテーブルフォトをスタ
ート。SNSで作品を発表し、フォトポイ
ントを伝えたところ反響があり、書籍で
お手伝いできるのではと思い、出版を致
しました。� （神奈川県川崎市在住）

◆福田豊文（2006年入会）
『見るだけで癒される
愛らしすぎる犬図鑑』

毎回イヌの撮影時はワクワクする。今
回はどんなシーンが撮れるだろう、と期
待に胸を膨らませながら撮影に臨んでい
る。そして今までに見たことのないシー
ンが撮れると身も心も大満足。
この繰り返しを

日々継続してきた
結果、今回この愛
らしいコンパクト
な犬図鑑が誕生し
た。決して豪華な
図鑑ではないが、
私にとっては１点
１点が全て思い出
深い愛着のある写
真ばかりだ。成犬のみでなく、親子や子
犬の愛くるしいカットもふんだんに詰ま
っている。コロナ禍の中、犬を飼う人が
増えたという。
今後もますます人と犬の絆は深まるば

かりだろう。素敵なパートナーとして、
運命の出会いを求めている人にとって、
この本が少しでもお役に立てればと願う
ばかりだ。� （東京都豊島区在住）

◆越　信行（2009年入会）
月刊誌『旅行読売』にて「駅舎のあ

る風景」を連載しています。
2022 年は、日本で鉄道が開業してか

らちょうど 150 年の節目を迎えます。そ
の間たくさんの鉄道が敷かれ、駅も開設
されてきましたが、昨今は鉄道や駅の廃
止、無人化が進んでいます。
「駅は人生の交差点。町の顔であり、
人々の特別な思いが宿る場所」というフ
レーズを心に描き、ライフワークとして
駅を撮影してきています。連載では、そ
うした駅にまつわ
る生い立ちや物
語、周辺の町の風
土や歴史を、社会
基盤でもある鉄道
の重要性が見直さ
れることを願いつ
つ、写真とともに
綴っています。
このほどその連
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載に新たな駅を加えた 62駅のエピソー
ドが『駅舎のある風景～人と時が描く鉄
道物語～』という本になりました。
� （栃木県小山市在住）

◆池口英司（2016年入会）
交通新聞社から『鉄道趣味人の世界』

という単行本を上梓しました。ご多聞に
漏れず企画内容が検討段階で二転三転
し、当初は学生と
鉄道趣味の関わり
方を研究するはず
が、最後は「終活」
まで言及すること
に。この世代の話
であれば、私がそ
の適役なのだと
か。トホホ。
執筆に際して

は、本会の伏見理
事にもご登場頂
き、「今、アグネス・ラムさんの写真が
再評価されていますよね。だから…」な
ど、貴重なアドバイスを頂きました。
やはり、日ごろの自分の活動とは異な

る軌道で仕事をされている方の言葉とい
うのは新鮮で、大いに刺激になります。
アグネス・ラムさんの写真集、探してみ
ようかな。� （神奈川県横浜市在住）

◆三村博史（2004年入会）
今回発刊となった『関西・幕末維新

の史跡 50選』は、幕末維新ミュージア
ム「霊山歴史館」のアドバイザーである
木村幸比古氏との共著となります。
これまでにも木
村氏の書籍で撮影
を担当してきまし
たが、今回は池田
屋や壬生寺といっ
たお馴染みの史跡
だけでなく、近畿
一円に残る隠れた
史跡も多く紹介し
ています。大和で
決起した天誅組や、滋賀の赤報隊、ま
た各地で起こったさまざまな事件の関係
施設など、あまり知られることもなく埋
もれてしまった痕跡も探して回りまし
た。なかには整備もされず人知れず荒
れ果てた所もありましたが、幕末フリー
クとしてはますますこの時代に興味が深
まる撮影でした。�（京都府京都市在住）

◆荒川好夫（1981年入会）
普段は鉄道沿線での車両を主とした
取材活動である。駅の内部での記録を
纏めたのが 2020 年末に刊行された『国
鉄上野駅・24 時間記』に続き、昨年 7
月『国鉄東京駅・大動脈の昭和史、変
わりゆく駅の記録』を上梓しました。
思えば私が東京駅丸の内北口にあっ

た国鉄本社ビル 4階角部屋から変わり
ゆく赤レンガ前広場の工事中の姿を週に

何度か見ていた。
その赤レンガ建物
も JR 化後の 2012
年 10 月 1日に昔
の形態駅舎復元
工事の完成となっ
た。勿論駅構内で
も多くの施設も更
新され、今日では
国鉄時代の面影を
探すことも難しくなっている。生活感た
っぷりの東京「北の玄関」上野駅と比
較すると、やはり「東京駅」は日本一の
「表玄関」タ−ミナル駅である。
� （東京都杉並区在住）

◆吉村和敏（2014年入会）
『STONE 庵治石と生きる匠たち』
世界に誇る銘石「庵治石」は、香川
県高松市の北東部、讃岐の霊峰ともい
われている五剣山の山麓から産出されて
います。牟礼町・庵治町で暮らす石工
たちは、
受け継が
れてきた
伝 統 技
術、長年
の経験か
ら身につ
けた独自の加工技術を駆使して、墓石
や灯籠、彫刻などの作品を生み出し続
けているのです。かねてから日本の石文
化に興味を抱いていた私は、庵治石に
テーマを絞り、2019 年から取材を開始
しました。
24人の石工たちに焦点を当て、一人

一人から伝わってくる「凄味」を、スタ
ジオポートレートと工場で働くスナップ
写真によって表現してみました。石工た
ちの瞳の奥には、これまでの歩み、今の
心の内、制作中の作品への想い、そし
て今後の夢と希望が溢れんばかりに詰
まっていました。�（東京都江東区在住）

◆伏見行介（1997年入会）
デジタル時代の物撮りの現場から　
私は、JPSでは少数派の広告系撮影

プロダクションの代表をしています。
色々撮らされる広告写真の世界で、商
品撮影「物撮り」の世界に変革が起き
ています。
物撮りの世界は、ここ20年で完全に

デジタルになり、良い面も悪い面もあり
ますが、良い面としては市場が世界に広
がった事です。
昨年 11月末から、正月明けまで撮影

していた仕事は、某海外有名ブランド製
品です。ヨーロッパのクライアント、代
理店もヨーロッパ系代理店香港支社、
ADは香港のフリー、フォトグラファー
は弊社という混成チームです。媒体はア
ジア向け雑誌とWebです。それを可能
にするのは、高速デジタル回線とSNS
のコミュニーケーションツールの発達で

すが、何より重要なのは、フォトグラフ
ァーの世界へ向かう心と、確かな撮影テ
クニックです。
極端に言えば、スマホでは撮れない

写真を撮れれば、世界は広がります。
� （東京都新宿区在住）

◆ハービー・山口（1986年入会）
2022 年１月に 2冊を出版致しました。
　1 冊目は写真集『TOKYO EYES』。
マスクを着けている人々のポートレイト
集です。ある日マスクを着けている人々
の瞳が、何かを訴えているような輝きを
放ち、とても素敵だと感動しました。他
の顔のパーツに惑わされることなく、そ
の人の純粋な心が瞳の中に表れている
という
ことで
しょう
か。こ
の出版
社は海
外のフ
ォトフェスに数多く出展するので、海外
からの反応が楽しみです。
2冊目はエッセイ集『人を幸せにする

写真』です。CAPAに連載しているエ
ッセイを選抜して一冊にまとめました。
写真発表だけでは伝えきれない、元気
になった出来事を文章にしました。自分
の原点を見直すことが出来るので撮影
に弾みがつきます。お手に取ってご覧頂
けたら幸いです。
・�写真集『TOKYO EYES』　発行：スー
パーラボ　2022 年１月６日　1,000 部
限定
・�エッセイ集『人を幸せにする写真～幸
せになれるかもしれないと思ったあの
日のこと』　発行：トゥーヴァージン
ズ　2022 年１月30日
� （東京都目黒区在住）

◆小平尚典（1980年入会）
アップル創業者であるスティーブ・ジ

ョブズ氏の貴重な若き1980 年代頃から
の写真を、米国スタンフォード大学の特
別セレクト・ライブラリーへ寄贈した。
これらの写真は、世界のテクノロジー
分野で最先端をゆくスタンフォードで永
久に管理
され、学
術・研究
など非商
用の利用
では無償
で 使 用
が可能である。原板の多くはフィルムで、
デジタル調整ののち昨年 9月1日から全
世界に向けて公開された。
今号『会報』の表紙写真とともに、

下記HPもお目通しいただきたい。
https://searchworks.stanford.edu/
view/13886995

（東京都渋谷区在住）
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